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緒 言

嚢 二著者 ・・、共 同作 業者 ト共 二、特殊 ノ方法 二

從 ヒ、結 核罹 患生禮 ノ流血 中 ヨ リー種 ノ無毒性

憂 異状結核 蔚株 テ分離培養 シ、之 テ 「グリセ リ

ン∫アル カ リ」卵黄水培地 二登育 セシメタルモ ノ

ラ抗元 トシテ結核性疾患 二封 シテ補禮結合反慮

テ試 ミタル結果、其 ノ成績 ノ甚 グ優 秀 ナル コ ト

テ公 ニ シ(1}本抗 元 テ假 リニSqualo-Tnberculin

ト命 名 シタ。 本問題 二關 シテノ・、其後 廣田氏(2)

俵 氏(3}河 本 及市 山氏 ω 川 上氏(5,野 村 氏(61等 ノ

追試實験 ガアル ガ、是等諸 家 ノ追試實験 ノ結核

二封 スル陽性率 ノ・大膿 二於 テ、著 者等 ガ原著 二

於 テ報 害セル塵 ト大 同小 異 ノモ ノデ アル。 唯斯

カル水溶性抗 元テ使用 シタル場 合へ 徽 毒血青二

封 シテ非特 異性 陽性 反癒 テ惹起 スルコ ト頗 ル大

ナルノ・甚 グ遺憾 トスル事象 デアル。弦 二於 テ余

等 ノ・、結核性抗元 ガ微毒 血清 二封 シテ非特 異的

陽性反慮 テ呈 スル事 二封 シテ、之 テ血清學 的 二

鑑 別 セ ンコ トヲ企 テ、種 々 ナル實験 的研索 テ試

ミタル結果S.T.菌 乾 燥粉 末 ガ結核性抗髄 ノ ミ

テ吸著 シテ徽毒抗膿 二封 シテノ・全 ク作 用 シナ イ

ト云 フ事實 テ確認 スル ニ到 リ、此 ノ結果 二基 イ

テ、S.T.菌 乾 燥粉末 テ利 用 スル コ トニ依 ツテ、

徽 毒 二封 スル非特 異性陽性反慮 テ血清學的 二明

白 二鑑 別 シ得 ルコ トテ報 告 シタ.斯 カル實験 的

事實 ヨ リ更 ニー 歩 ヲ進 メテ考察 テ続 ラシタル結

果 、從來 ノ術式 二依 ル補膿結合反 磨 ノ代 リニ被

検 血清 ヨ リ其 ノ抗龍 ノ ミテ抗元 二吸著 セ シメタ

ル所 謂感作抗元許 リノ状態 トナ シ補禮 結合 反慮

テ施 行 セバ、徽毒 二封 スル非特異 陞陽性反磨 テ

除去 シ得 ル ノ ミナ ラズ、他面 二於 テへ 血清成

分 ノ介在 スルガ爲 二醸 成 セ ラル ・凡ベ テ ノ弊害

テ駈逐 スル テ得 テ、所謂一墾雨得、 一石二鳥 ノ

良策 デ アリ補禮結 合反慮 ノ結果 テ盆U優 秀 ナ ラ

シムル コ トノ・疑 ヒモナキ コ トデ、實 二斯 カル術

式 二依 ル結核補膿 結合反鷹 ハ、補艦結 合反慮 ノ

「エ キス」デ アリ「エ ツセ ンス」ト看倣 サル可 キデ

アル カ ラ其 ノ結 果 ノ断 然優秀 ナル可 キノ・推 シテ

知 ル可 キデ アル ト、著者 及川 上 のノ・既 二當時少
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数 ノ實験 結果 二基 イテ、合法的 二豫断的報告 テ

試 ミタ。 爾來川 上氏ノ・輩掲 二系統的 二、多数 ノ

實験 例 ト詳細 ナル研 索 テ経 タル業績 ノ顛末 ノ・、

昭和13年 度 日本結 核病學 倉二於 テ演 ビラレ、野

村氏、河 本及本 田(s)氏等 モ亦 、 同様實験 チ同會

席 上 二於 テ公演 セ ラレタガ、是等諸氏 ニ ョツテ

行 ノ・レタ實験 ノ結果 モ亦、略 く一致 シテ居 ル。

其 ノ結果 カ ラ観 テ、余等 ノ・既 二當初 二於 テ豫断

的 二提唱 セル意 見 ト違 ノ・ズ、結核 補禮結合反磨

トシテノ・、優 秀 ナル結果 テ上 ゲ得 ルモ ノデ アル

コ トテ如實 二感 得 スル コ トガ出來 タ。 唯本法 テ

實際 二結核診断 法 トシテ慮 用化 スルニ就 テノ・、

爾 ホ更 二吟 味、検 討、考察 テ施 入可 キ必要 ナ事

項 ガ数 々生 ジテ來 ル。此 ノ間 ノ實験 テ克明 二披

涯 シタル ガ本著 ノ要 旨デ アル。

第1章 吸著元(抗 元)問 題

本著 二於 テ主 トシテ實験 テ試 ミタルノ・、余等 ノ

分離 セル攣 異性結核 菌株、所謂S.T.菌 株 二就

テデ アル。典型 的結核菌株及S.T.菌 株 以外 ノ

攣異性結核菌株二關スル實験 モ多少参考 トシテ

附記 シタ.

第1節 加熱 ト抗元性 ノ消長

余 ノ・當初K.K-R式 補 結反磨 二使 用 シタル乾燥

粉 末菌 ハS.T.菌 「グ リセ リン」肉汁培養7日 目

ノモ ノテ灘 熱100。C1時 間 加熱滅菌後、之 テ24

時 間室温 二放 置 シ、次 二菌盟 テ集 メ、之 ヲ数 同

町峰 二溜水 一 テ洗條 テ繰 リ返 シ、上澄液 テ取捨

シテ菌禮 テ可及 的薄層 トシタル 状態 ニ テ 乾熱

115。C前 後 二於 テ完全 二乾燥 セ シメ タル後 二璃

璃乳鉢 ニ テ細挫粉 末状 トナセルガ、乾熱 二要 ス

ル温度 ト抗元性 ノ關係 二就 テノ・、更 二少 シク仔

細 ナル實験 テ試 ムル コ トガ、甚 ダ肝 要 デ アル ト

思惟 シタ。弦 二於 テ、余 ノ・乾熱90。Cヨ リ約100C

ノ間 隔 デ温度 テ上昇 セ シメ、最 高温度2200C二

止 メ、此 ノ間 二於 ケル抗元 ノ性状 ノ攣異 二關 シ

テ比較實験 ラ行 ツタ。其 ノ結果 ノ要 旨ノ・大禮次

ノ通 リデ アル。

囁 氏90℃ 前後 ニ テ加熱 セル 乾燥 菌 ノ・吸著元 的

特異性 ノ・優 秀 ナル モ、軍純 ナル徽毒血清 二封 シ

テ非特異 性反慮 テ惹起 入ル。 其 ノ陽性卒 ノ・凡 ソ

4乃 至5%前 後 ト思ノ・ル。90。Cヨ リ温度 テ次第

二上昇 セ シムル時 ノ・、徽 毒血 清 二封 スル非特異

的 陽性 反慮 率 ノ、次第 二減 少 シテ來 ル ガ、結 核 二

封 スル吸牧元 的性能 ニハ殆 ド相異 ラ起 サナ ィ。

130。Cヨ リ150℃ ニ テ乾燥 セルモノノ・徽毒血 清二

封 スル非特異的反慮 ノ・全 ク認 メラ レナ クナル。

而 シテー方菌 ノ自家抑制 二於 テハ、 乾熱 温度 ノ

上昇 二連 レテ次第 二減弱 テ示 シテ來 ル。115。 ～

150℃ マ デ温 度 テ 上昇 セ シムルモ、其 ノ抗 元性

能 力 二於 テノ・毫 モ相異 ヲ認 メナ ィ。155。Cヨ リ

温 度 テ上昇 セ シムル時 ノ・、次第 二抗元 性能働力

テ減削 シテ來 ル。200℃ 二於 テノ・、抗元 性能働

力 ノ・凡 ソ適 温最大 能力 ノ1/3二 減 弱 シテ 來 ル。

200。Cニ テノ・菌農 ノ、焦 ゲ茶 色 トナル
。更 二温度

ラ上昇 セ シメテ、220。C二 至 ル時 ノ・、菌禮 ノ・全

ク炭化黒攣 シテ來 ル。斯 カル状能 トナ レル モ ノ

ノ・、 自家抑制 モ全 ク認 メ ラレヌガ、抗元能 力 テ

全 ク喪失 セル モ ノデ、塵 芥炭末 ト選 ブ庭 ノ・ナ

イ。 此 ノ間 二於 テ、菌禮 ノ自家抑制 テ實験 スル

ニ、 温度 ノ低 イモ ノ程、 自家抑 制 ハ強 イ。 凡 ソ

190。C二 及 ベルモ ノノ・、抗 元性 モ僅 微 トナル

ガ、 自家抑 制 モ殆 ド認 メ ラレヌ。

以 上 ノ實験 ノ要 旨一基 イテ、余 ノ・最 モ適切 ナル

吸著 元 テ得 ル加熱 ノ適温 ノ・、抗 元性能力 二於 テ

何等 ノ損 傷 テ招來 セズ且 ツ其 ノ自家抑 制度 モ比

較 的僅 少 デ アル塵 テ選 ブ可 キデ アル コ トガ明白

トナツタ.即 チ此 ノ結論 ニ ョル適温 ノ・、135。 ～

150℃ ト限 定 セ ラレル。序 二述 ベ ルガ
、吸著元

ノ自家抑制度 ト其 ノ特異的吸牧元 的性能 ガ決 シ

テZF行 シテ増減 シナ イ。 自家抑制 ノ」曾張 スル程
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度 ヨ リモ吸著元 性能 ノナ曾強 ノ程度 ノ方 ガ遙 二劣

弱 デ アル。又 、此庭 二加熱100℃ 云 々 ト記載 セ

ル ハ、此 温度 テ最 高 トシ之 二達 シタル時 ノ・、 直

チニ清燈 シテ乾熱 器 ノ温度 テ其後 自然 二下降 セ

シメテ菌罷 テ乾燥 セ シメタモ ノデ、完全 二乾燥

スルマ デ終始 一貫 シテ100。Cノ 温度 二保持 シタ

モ ノデナ 仁 トテ断 ツテ置 ク。期 カル方法 デ初

同 ノ終 リニ菌艦 ノ乾燥 状態 ガ 尚 ホ 不充分 ナ レ

バ、更 二同様 ノ方法 テ繰 リ返 ス。1

第2節 加熱乾燥S.T.菌 ノ自家抑制問題

既述 ノ如 キ操作 ニ ヨツテ加熱乾燥 セ シメタ菌艦

ノ・常 二大 小二 拘 ラズ 自家抑制作用 テ示 スモ ノ

デ、大膿 二於 テ、其 ノ最大完全溶血量 ノ・、0.1

～0 .25mg二 相 當 スル。 余 ノ・初 メS.T.菌 乾 燥

粉末 菌 テ既述 ノ如 キ方法 ニヨツテ製 出 シ、種 々

ナル實験 ラ行ヘ ル際 二,甚 グ 奇異 ナル感 子起 セ

シノ・、乾燥粉末菌 テ生理的食盤水 ニテ浮游 液 ト

ナ シ、之 テ直 二遠心 シテ菌艦 子集 ノタルモ ノ・

示 ス自家抑 制 ヨリモ、俘游液 トナ シタルモ ノテ、

室温 二貯蔵 スルカ、或 ノ・之 テ加熱後室温 二貯藏

シタルモ ノテ遠心 シテ得 タル菌艦 ノ示 ス自家抑

制 度 ガ遙 二僅 少 デ減弱 シテ來 ル ト云 フ事實 デア

ル。斯 カル事實 二直面 シテ其 ノ因 ツテ起 ル眞因

二就 イテ髪察 テ続 ラスー、余 ノ當初 乾燥 、粉 末

テ製 出 セル ガ如 キ方法 二縁 レル菌禮 ノ・再 ビ之 テ

生理的食鞭水 二浸 漬 シテ「ズスペ ンジオ ン」トナ

ス時 へ 其 ノ菌艦 ヨ リ液 中二徐 々二自家抑制性

物質 テ浸 出移行 セ シムルガ爲 二外 ナ ラヌ ト思惟

シタ。

斯 カル考察 ノ下 二、乾燥菌生理的食盤水 「ズ 入ペ

ンジオ ン」ヲ作 リテ遠心 テ施 シ
、其 ノ上清液 二就

テ自家抑制 ヲ検定 スルニ、 「ズ スペ ンジオ ン」調

製 直後 ノ上清 内二於 テモ甚 グ強烈 ナル自家抑 制

物 質 テ認 メル。調 製後室温 二放 置 ス レバ、或 ル

程 度迄 ノ・更 二上清液 内 ノ自家抑制作 用ノ・檜張 シ

テ來 ル。而 シテ此 ノ上清液 内二存 スル 自家抑制

ノ程度 ノ・、調 製直後 二於 テ其 ノ最少量0.05乃 至

0・2cc二 相 當 スル。此 ノ自家抑制P示 ス上清液 二

於 テノ・結核血清 二封 シテ特異的補膿結 合性 ガ殆

ド認 メラレナ ィ。 此 ノモ ノテ漁熱1000C30!加

熱 スル ト・其 ノ自家抑制度 ノ・全 ク清失 スルカ乃

至 ハ著 明 二減弱 シテ來 ル。 即 チ此 ノ自家抑制物

質 ノ・、 「テル モ ラビー ル」ノモ ノデ アル コ トガ分

ル。一旦加熱 一 ヨツテ消失 シタル 自家抑 制 ガ、.

之 テ室温 二貯藏 スル コ トー ヨツテ徐 々二再現 シ

テ來 ル。 故 二此 ノモ ノノ・、 可逆 的 ノ性能 ヲ備 ヘ

タモ ノ ト謂 ヘ ル。

サテ、 「グリセリ ン」肉汁内 二培 養 セルS.T.菌

ラ其 ノマ ・漁熱100℃ 二加熱 シテ之 ヲ長 時放 置

スル丸 或ノ・加熱 テ再三繰 リ返 シタル後 二、更

二菌膿 ノ ミテ集 メテ生理的食盤水乃至溜水 ニテ

洗條後長 時保 存 シ置 キ タル場合 ニ ア リテモ、 更

ニコノモ ノヨリ菌禮 ノ ミテ集 メテ乾熱135℃ 二

乾燥 セ シメ、次 二之 テ生理的食盤水 ニテ「ズ スペ

ンジオ ン」トナス時 ノ・
、 依然 トシテ其 ノ上清液

内 一、強烈 ナル自家抑制作用 ノ登來 スル コ トテ

認 ム。斯 カル實験 的事實 ヨリ其 ノ眞相 テ推敲 ス

レへ 本菌 ノ・高温乾熱乾燥 テ施 スコ トニ ヨツ

'テ 、其 ノ菌膣 内 二有 スル 自家抑 制性物質 ラ容 易

二水溶液 内 二移行 セ シメ得 ルガ如 キ髪 化 テ招來

セ ラル ・モ ノト思考 スルガ甚 ダ妥 當 デ アル
。而

シテ此 ノ自家抑制性物質 テ液 中 二浸 出移行 スル

程度 ノ・、生理的食盤水 ヨリモ寧 ロ溜 水 ノ方 ガ大

デ アリ・加熱 シタル場合 ヨリモ寧 ロ室温乃 至冷

却 シタ方 ガ著 明 デ アル。扱 テ、其 ノ理 由 ノ要鮎

へ 後 節 二譲 リ、余 ノ・種 々 ナル實験的根豫 二基

イテ・優秀 ナル吸著元 ハ、之 テ生理的食鞭 水 ニ

テ「ズ スペ ンジオ ン」トナセル場 合 へ 其 ノ液 内

二自家抑 制物質 ヲ全 ク施行 セザル モ ノナル カ
も

或 ノ・甚 ダ僅微 ノモ ノデ ァラネバ ナ ラヌ コ トガ明

白 トナツ久 菌禮 ノ 自家抑 制 ト吸著元 的性能

ノ・、前 ニモ述 べ タ通 リ、 決 シテ雁 行 シテ浦長 シ

ナイ。 自家抑制 ノ増進 ㌃ル程度 ヨ リモ
、吸著元

的特異性能 ノ檜加 スル コ トガ 著 シク砂少 デア
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ル。即 チ、其 ノ檜 加傘 ノ・甚 グ シク破行 的 デ アル

ト云 ノ・ンヨ リモ、寧 ロ或 ル程度 マ デ自家抑制 ヲ

除 去 セ シムル コ トニ ヨツテハ、決 シテ菌膿 ノ特

異的吸著元 的性能上 ニノ・殆 ド異動 テ示 サナ ィ。

斯 カル事實 テ綜 合 シテ、優 秀 ナル吸著元 テ得 ル

爲 一ハ、適當 ナル方法 二稼 ツテ、其 ノ自家抑制

性能 テ極 力除去 セ シムル方法 二出 ル コ トガ甚 ダ

必須 ニ シテ鋏 グベ カ ラザ ル問題 デアル。此 ノ要

瓢 ノ・、結 局K.K.-Rラ 行 ツタ 際 ノ出來、不 出

來 乃至 ハ錯誤 的 ナ陽性反慮 テ招來 スル ガ如 キコ

トニ封 シテ主 ナル 因子 テ 掌 ルモ ノト云 ツテ ヨ

イ。然 ラバ、前 二余 ガ記載 シタ適切 ナル方 法 二

依 ツテ、其 ノ自家抑制 テ除去 セ シムル爲 ニハ如

何 ナル方法 テ探 ル可 キ カ ト云 フ問題 デ アルガ、

余 ノ從 來行ヘ ル種 々ナ ル研牽 ヨリ観 テ、最 モ推

賞 二足 ルモ ノノ・比較 的高温 乾熱(135℃ ～150。C)

二加 ヘ タルモ ノラ、更 二溜 水 ニテ俘游 液(豫 メ

乳 鉢 ニテ良 ク播 リ潰 ス)ト ナ シ、 ヨク其 ノ 自家

抑 制性物 質 ラ液 内 二浸 出移行 セ シメ、 上澄液 テ

捨 テ去 リ、更 二乾燥 シ、 又俘游 液 トナ スガ如 キ

同様 ノ方法 テ敷次 二亙 ツテ繰 リ返 シテ行 フコ ト

デ アル。斯 ク シテ得 タル乾燥 菌粉末 ノ・、毎 同其

ノ自家抑制度ハ殆 ドー 定 シテ其2mgテ 使 用 ス レ

バ多少 ノ自家抑制 テ示 スモ、1mgデ ノ・常 二完全

溶 血 テ起 スモ ノデ、之 テ生理的食賂 水 ニテ浮游

液 トナ λモ、其 ノ液 内 二自家抑制性物質 テ浸 出

移行 スル コ トガ殆 ドナ ィ。爾=ホS.T.菌 乾 燥粉

末 二純 「エ チー ル」酒精 ラ添 加 スレバ、菌禮 ヨ リ

其 ノ色素 ヲ抽 出 シテ酒精 ノ・著 明 ナ ル燈黄色 テ帯

ビ、上清酒精溶液 ノ・、又著 明 ナル抗補禮 的作用

テ示 スが、 此 ノモ ノノ・、 結核 二封 シテノ・殆 ド特

異抗元 性 チ現 サヌ ガ、徽 毒 二封 シテノ・多 少 ノ特

異性補禮 結合能 テ螢揮 スル。 叉乾燥 菌 チ酒精 ニ

テ抽 出 シタル後 ノ菌膿 ノ示 ス自家抑制度 ノ・、其

ノ前 二於 ケル菌艦 ノ自家抑制 度 ト殆 ド相異 シナ

イ。由是、乾燥菌 二溜 水乃 至食 盤水 テ加 ヘ テ移

行 シ來 ル自家抑制物質 ト、之 二純酒精 テ加 ヘ テ

浸 出 シ來 ル 自家抑制物 質 トノ・、甚 ダ相異 セルモ

ノデ、前 者ノ・翫 二述 ブルガ如 久 「テルモ ラビー

ル」、 可逆 的 デアルガ、 後者 ノ・全 ク1000Cノ 漁

熱 二封 シテ安定性 号有 スル モ ノデ、「テル モスタ

タビー ル」テ アル。

第2章 被検血清

從 來 ノ術 式 ニ ヨル補禮結合反癒 二豫 リ水溶 性抗 ●

元 テ使 用 一なル場合 ニノ・、被検 血清ノ・非働 性直後

ニ アリテノ・、其 ノ陽性率 ガ著 シク低 下 入ルガ故

二、非働性後一定期 間之 ヲ氷室 内 二貯 蔵 シテ使

用 スル コ トガ、補膿結合反 鷹 ノ結 果 ラ優秀 ナ ラ

シムル コ トニ封 シテ 肝要 ナ ル ー・條 件 デ アヅタ

ガ、K.K.-R補 艦 結合反 慮 ニ テノ・、非働 性直後

ト貯蔵 セルモ ノトノ間 一、夫 レ手㍗ 差等 ラ認 ノ

ナ イノ ミナ ラズ、寧 ロ結果 ノ明確 ナル ゴ トテ希

望 スル ニノ・、非働性後比較的 新鮮(一 夜氷室 二

貯藏位)ナ モ ノテ使 用 スルガ ヨ イ。 又K.K・-R

一 ア リテノ・、往 々認 ムル著 明ナル血 溝 自家抑 制

ノ存 スル場合 ニテモ、何等 ノ支障 テ認 メズ。 余

ノ・當初K.K.-R補 禮 結合反慮 二際 シテ非働 性血

清 テ0.5乃 至1.Occテ 使 用 スル ト報 ジタガ、此

ノ量的 關係 二至 リテハ.別 段 二斯 クセネバナ ラ

ヌ ト云 フ深 イ理 由ノ・存 シテ居 ナ ィ。唯、抗膿 量

ノ僅 微 ナ被検 血清 ニア リテノ・、成 ル可 ク大 量 ノ

血清 テ使 用 ノルコ トニ因 ツテ、其 ノ抗膿 量 ノ総

和 モ從 ツテ多量 トナ リ、此 ノ抗膿総 和 ガ抗 元 二

集積 セラル ・モノデ アルカ ラ、 陽性 率 モ勢 ヒ高

クナツテ來 ル。 就 中、結核早期 ナ ドデ抗龍量 ノ

爾 ホ僅 微 ナルモ ノテモ検 出 シ得 ル ・・ト・・蓋 シ結

核 早期 診断 上 二最 モ有意 義 デ アル トノ意 見 ヵ ラ

出登 シテ居 ル。早 イ話 ガ、結核 ノ早期 ノ場合 デ、

抗艦 量尚 ホ僅少 デ血清 量0.2ccヲ 使 用 シタル場

合 ノ・陰 性 デ アルガ0.5ccテ 使 用 スル時 ノ・確 然 タ

ル陽性 ヲ示 スガ如 キ例 ノ・屡 ヒアル。 血清 量0.2

cc内 ノ抗膿 量 テ今假 リー;-3ア ル モ ノ トス レバ、

0.5ccノ 血 清 内二含有 セラル ・抗膿量 ノ・7.5ト

ナ ル。而 シテ余 ノ使 用 スル補龍結合反癒 ノ術式

ニ テノ・5以 上 ノ抗龍 量 二達 シナ ケ1ノバ陽性 二現
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レナ イ トス レバ、0.2ccノ 血 清 テ使 用 シ タ 場合

デハ抗禮 ノ存在 テ誤 ツテ見逃 ス事 トナル。川 上

氏 モ確實 ナ結核性肋膜 炎 ノ滲出液 デ其 ノ1.Occ

テ使J1]シ タ場合 ニノ・陰性 デアル カ'、3.Occテ 使

用 宏ル ト確實 二陽性 テ呈 シタヤ ウナ場合 ヲ實験

セ ラレタ。此 ノ意味 デ、私 ・・血清量ノ・0.5cc乃

至1.Occ位 テ 使用 スルコ トガ適切 デ アル ト思

フ.血 清 テ大 量 二使用 人ル コ トニ因 ツテ、眞 ノ

健 康人 二封 シテ非特異的陽性反慮 テ惹起 ・ヘルガ

如 キ杷憂 ノ・、理論的 ニモ將又實際 二於 テモ有 リ

得 ナイ ト思惟 λ。血清 テ如何 二大量 二使用 人ル

モ、其 ノ内 二含有 セラル ・抗膿 テ吸著元 二作 用

セ シメタル後 二、之 テ悉 ク取捨 スルモ ノデ アル

カラ、其 ノ結果 ノ・少量使用 シタ場合 ト全 ク同一

デアル。尚 ホ血溝 テ大量 二使用 スル時 ノ・、 血清

内 ノ抗膿 以外 ノアル成分 ガ菌膿 二吸著 セ ラレ此

ノ爲 一、時 トシテ非特異的 ナ補禮非働 ヲ醸 スガ

如 キ場 合 ノ起 ル コ トアル ヤモ計 ラレズ ト懸念 セ

ラル ・者 ア ランモ、是 ノ・一種 ノ杷 憂 二 過 ギナ
　

イ。 事實 二於 テ血 清量0.5ccラ 使 用 シテ確實 二

陰性 デ アル非結核 血清 ニテノ・、其 ノ大量、例 ヘ

バ3cc乃 至5ccノ 如 キ量 テ使川 スルモ、依然 ト

シテ立 派 ナ陰性 二終 ル コ トノ・、余 ノ・多数 ノ實験

例 二嫁 ツテ確實 ニ シタ.徒 ラー血溝量 テ減少 シ

テ、所謂 見 カケノ健康者 ナ ドニ起 ル陽性反慮率

ノ減弱 テ計 ツテ、粗雑 ナル臨休醤家 ノ判陶1二迎

合 セシメテ得意 ナ ラン トスルガ如 キノ・、所 謂、
"角 テ矯 メテ牛 テ殺 ス

,,ガ 如 キ妄基 二 過 ギナ

イ。又、血清ノ・原血清 テ使用 スルモ、食 堕水 ニ

テ稀 稗 セルモ ノラ使用 スルモ、其 ノ絶封 量 ガ同

一 デ アレバ、補膿結 合反癒 ノ結果 ノ・全 ク同様 二

現 レル。 血清問題 二關聯 シテ、此 ノ際、更 ニー

層敷 術 シ テ 置 ヵネバ ナラヌ コ トハ、一一罷56℃

加熱 非働 性血満ノ・健康者 ノモ ノハ勿論、結核患

者 ノモ ノニテモ、非働性直後 ヨリ氷室 二貯藏 シ

テ2,3日 間 ノ・、 之 テ或 ル量以上 二溶血 系統 二

混加 ス レバ多少 二拘 ラズ溶血催進 性 テ示 スモ ノ

デ、 ソレヨリ貯藏 日時 テ経過 スルニ從 ツテ、反

封 二溶 血阻止作 用 テ檜 強 シテ來 ル場合 ガ多 イ。

次 二健康海狸 血清 ノ如 キテ56℃-30'間 非 働性

トナ シ、S.T.菌 「ズ スペ ンジオ ン」ノ如 キモ ノニ

其 ノー定量 テ混加 セ シムル時ノ・、 自家抑制 ノ程

度ノ・封照管 二比較 シテ著 明 二減弱 テ示 ス。又特

異的補艦結合反磨 ノ場合 ニ テモ、豫 メ第1次 系

二斯 カル非働性血清 テ混和 シ置 ク時ノ・補艦非働

ノ程度 ハ著明 二減弱 シテ陽性卒 ノ・著 シク低下 シ

テ來 ル。又K.K.-R反 慮 ノ際 二、遠 心後其 ノ上

清血 清 テ可及的 ・:b唯1同 捨 テ去 リタルモ ノヨ リ

モ、捨 テ去 リタル後 二、更 一 食盤水 テ 注加 シ

テ、今一度遠 心後、 上清 テ捨 テ去 リタル モノ ・

方 ガ、陽性度ノ・遙 二大 デ、 陽性率 ガ高 クナ ツテ

來 ル。但 シ、乾燥菌粉 末 デ之 テ食 鞭水 二浮游液

トナ シタル場合 二、其 ノ液 内 二強 イ自家抑制性

物質 ラ析出移行 スルガ如 キ不 良 ナ ル抗 元 ニ ア リ

テノ・、更 二生理 的食聴 水 ニテ洗條 テ繰 リ返 シタ

ル吸著元 テ使 用 ス レバ、結核 二封 スル陽性卒 ハ

檜張 スルガ,確 實 ナル健康 者 二於 テモ甚 グ展 く

陽性 ノ結果 テ生 ズル ニ至ル。然 シ乍 ラ、斯 カル

不良 ノ抗元 テ使用 テル モ、唯1同 遠心沈澱 テ経

タルモ ノヨリ可及 的 二血 清 テ取 リ去 リタルモ ノ

ニテノ・、健康者 二封 シテ陽性反慮 テ呈 スル ガ如

キ コ トノ・殆 ドナ ィ。斯 カル複雑珍 奇 ナル結果 子

生 ムニ至 ル理 由ノ・、製 出法 ガ不備 デ不 良 ノ吸著

元 ニテノ・、菌膿 ガ其 ノ自家抑制物質 テ溶液 内 二

抑 出移行 セ シムル程度 ノ・、血清 内 二於 ケル ヨ リ

モ生理的食盤水 二於 ケル方 ガ遙 二大 ナルガ爲 デ

アル。從 ツテ是等 ノモ ノヨ リ遠 心沈澱 ニ ヨツテ

上澄 液 テ取捨 ス レバ、沈下 セル菌罷 ノ示 ス自家

抑 制度ノ・事實 上ノ・、溶液 内二自家抑制性物 質 テ

ヨリ多量 二移行 セ シメタル食盤水封 照 ノ方 ガ血

清 ノ ソレヨ リモ僅少 ナル筈 デアル ガ、 唯血清 ラ

可及 的
.・=1同取 リ除 キ タル ノ ミニテノ・、 尚 ホ菌』

膿 テ園続 シテ、或 ル量 ノ血清成分 ガ残 存 シテ居

ル コ ト・ナル、此 ノ残 存 セル血 清 ノ爲二、菌膿 ニ

ヨル非特異性補禮 非働 ガ阻止 セ ラレ結果 トシテ

ノ・、血清 ノ菌禮 二及 ボ ス影響 ガ相殺 セ ラレテ食

盤水封照溶血程度 ガ健康人血清 二於 ケルモ ノト

略 ボ 同様 トナル、 此 ノ故 二、 唯1同 沈澱 テ行
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ツ タモ ノデノ・、健康者 ニノ・殆 ド陽性 テ 呈 シナ

イ。然 ル ー、此 ノモ ノテ、 更 二食盤水 テ注加 シ

テ遠心 子繰 リ返 ス時ノ・、 介在 入ル血清成分 ノ・殆

ド皆無 ノ状態 トナ リ、 其 ノ爲 一、 菌 ノ示 ス自家

抑 制作 用ハ、懸 引 キ無 久 有膿 二現 レル コ ト・

ナル カ ラ、其 ノ結 果 トシテ既 二初 メカラ本試験

管 ノ方ガ食鞭 水封照 ヨリモ菌禮 其 ノモ ノ・自家

抑 制度 ガ強 イ状態 デ アルカ ラ、從 ツテ健康 者血

清 ト錐 モ封 照管 二比 シテ溶血阻ti,ノ 程 度 ガ大 デ

アルノ・別 二不 思議 ハナ ィ。故 二 自家抑制 ノ強 イ

不 完全 ナ吸著元 斗使用 シタ場合 ノK.K.-Rデ

ハ 、遠心沈澱 ハ唯1同 二留 メ、血清 ハ可及的 二

取 リ去 ル程 度 デナ ケレバ、其 ノ結果 二封 シテノ・

陽性率 ガ「強過 ギル」ト云 フ非難 テ生 ジテ來 ル。

然 ルニ、余 ハ既 二述 ベ タル ガ如 キ方法 二依 リ製

出 セ ラ レタル優 秀 ナル性能 テ備 ヘ タル吸著元 テ

使用 シタK.K-Rデ ハ 之 テ唯1同 遠 心 テ施 シタ

ル ノ ミニ テノ・健康人血清 一 ノ・勿論陰性 テ示 ス

ガ、結核血清 二封 スル陽性傘 モ甚 ダ低 下 シテ來

ル。然 ル ニ此 ノ場 合 二、 沈下 シタル吸著元 テ更

A2倍 量 ノ食盤 水 テ加 ヘ テ其 ノ1倍 量 ダ ケテ取

リ捨 テタル状態 デノ・、健康 者 ニノ・勿論陰性 デァ

ル ガ、確實 ナル結核 二封 スル陽性傘 ノ・甚 グ優 秀

トナル。叉、斯 カル優良 ナル吸著元 ニテノ・、沈

下 セル吸著元 二更 二食盤水 テ加 ヘ テ遠心 テ繰 リ

返 シテ行 フモ、 健康者 ニノ・依然 トシテ陰性 デ、

結 核 二封 シテハ優 秀 ナル成績 テ認 メル。故 二斯

カル實験 ヨ リ考察 シテ、優 良 ナル吸著元 テ使用

シタル場合 二、 血清成分 ノ介 在 二因 ツテ影響 テ

蒙 リ、其 ノ爲 二陽性傘 テ低 下 セ シムルニ至 ル血

清量 ノ・、可及的 二取 リ去 リタル残留 量 ノ大 髄1/2

以 上 ト認 メ ラレル。 從 ツ テ完備 セル優 秀 ナル吸

著元 二依 リK.K.-Rテ 實 施 スル場 合 ニ テノ・、吸

著元 テ豫 メ使用量 ノ2倍 量 チ探 リ、 吸著操作 テ

行 ヒ、遠 心沈澱後 、沈下 セル菌塊 二適量 ノ食盤

水 テ加 ヘテ混和後、其 ノ1/2量 テ取 リ去 リテ直 二

行 フカ.或 ハ吸著 ノ際既 二使用量 二該 當 スル吸

著元 テ探 リタルモ ノトス レバ、遠 心後 可及的 二

血 清 ラ取捨 シタル 後 二、 更 二任意量 ノ食盤水

(0.5～1.Occ)テ 注 加後遠心 テ繰 リ返 シ、 沈下 セ

ル吸著元 二就 テ直 チニ實験 テ施 セバ ヨイ。前者

ノ如 キ吸著 元量 テ探 リ、1同 遠 心 テ施 シタル モ

ノニ就 テK.K.-Rテ 行 フ場合 ハ、吸著元稀繹法

ニ ヨリテ陽性度 テ表 サ ン トスル場合 デ、後者 ノ・

補膨 曾進 法 ニ ョツテ其 ノ陽性度 テ標示 セ ント企

ツ場合 デ アル。

第3章 溶血性隻揚盟

余 ノ・常 二溶 血性製i囁禮 トシテ抗 山羊血球免疫家

兎血 清 テ使 用 スル。 「ヘ モ リジン」債 ノ高 イモノ

程 反慮 ノ結 果 ノ・明瞭 デアル。余 ノ「ヘモ リジ ン」

測 定法 二糠 リ溶血憤500倍 稀 繹以 下 ノモノノ・、

使 用 シテ結 果 ガ 面 白 ク ナ ィ。溶血 贋500乃 至

1000倍 ノ モ ノノ・、使用 量 トシテ5軍 位 テ探 リ、

ソ レヨリ溶血償1000倍 テ増 加 スル毎 二b「 ヘモ

リジン」ノ使 用輩位 倍数 テ、 約2.5倍 ダ ケノ割

合 二比例 シテ塘加 セ シムル時へ 大膿 二於 テ、

如何 ナ ル「ヘモ リジン」慣 ニアル モノテ使 用 スル

モ、其 ノ結果 ノ・略 ボ 同様 二 現 レル。故 二、溶

血慣2000倍 トスvバ 、使用量 ノ・約7倍 輩位 トス

ル、4000倍 トス レバ、11倍 輩位 ラ探 ル。

K.K.-R法 二於 テハ、豫 メ菌膿 性抗元 ト抗 禮 ト

テ感作 セ シメタル状態 ナ ルガ故 一、第1次 系 一

於 ケル補膿 ノ結合 ガ極 メテ緊密 気 第2次 系 ・・;.

於 ケル溶血系 ノ「ヘモ リジ ン」テ、相當大膿 二張

力 ナルモ ノテ使 用 スル モ,從 來 ノ術式 二於 テ往

々認 メラル ・ガ如 キ補膿 ノ再剥離現象 テ招來 ス

ル コ トノ・甚 ダi妙イ。從 ジテ、K.K.-R法 ニ テハ、

「ヘ モ リジン」ノ使用 量 テ相當大謄 二強力 ナルモ

ノテ以 テ ス レバ,其 ノ結 果 ノ・甚 ダ 明快 二現 レ

ル。 「ヘモ リジ ン」ノ使用量 ガ鹸 リ弱 少 二過 ギ レ

ベ 往 々眞 ノ健康 者 二封 シテモ、弱 陽性 ラ呈 ス

ルガ如 キ場合 ガアル。
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ら

第4章 溶血性補盟

水溶性抗元 テ使用 スル從來 ノ術式 一 ヨル=補艦結

合反慮 ニテノ・、補艦血清 トシテノ・、探血後 一定

期 間経過 セルモ ノ ・方 ガ、遙 二陽性卒 ガ高 クナ

ル。從 ツテ.余 等 ハ從來行 ツ タ方法 デハ、補膿

ハ探 血後数 時間乃至10撒 時間経過 シ タ ルモノ

テ推賞 シタ ノデK.K.-R法 デ ハ、補膿 ノ・反封 二、

探 血後成 ル可 ク迅速 二使用 シタ方 ガ、 反磨 ノ・極

メテ明確 二現 レテ來 ル。故 二、KK.-R法 子實

施 スル際 二へ 豫 メ被検血清 二封 シテ、凡ベ テ

所定 ノ法 二從 ツテ、抗禮 吸著、遠 心操作等 ノ豫

備的塵 置 プ完 了 シタル後 二,補 艦 テ探血分離

シ、之 テ直 チニ使用 人ル ト云 ツタ段取 リトーモ

注 意 ザ彿 フコ トガ必要 デ アル。K.K.-Rデ ハ補

罷iハ探血後 凡 ソ3時 間以 内二使用 シ蓋 スゴ トガ

肝要 デアル。 ソ レヨ リ以 上、 凡 ソ1時 間 テ延長

スル毎 二、補禮 ノ稀繹倍数 テ約1倍 宛減弱 セ シ

ムル必要 ガ アル。探血後10時 間以 上 ラ経過 シ

タル補膿 血清ハ使用 二適 セ ヌ。豫備的實験 ヨリ

長 時間 ラ経 過 シタル補膿 テ不注意 二本試験 二際

シテ規 定通 リ使用 ス レバ、往 々眞 ノ健 康者 二封

シテ モ陽性反慮 テ呈 ス・レニ至 ル。 是ハ此 ノ間 二

於 テ、補龍贋 ノ減弱 スルコ トモ其 ノ理 由 ノー一ツ

ト認 メ ラレル ガ、 又探 血後 時間 テ経過 シタ補膿

ノ・、新鮮 ナモノニ比較 シテ、溶血 系 二封 スル「ア

ビヂテー ト」ガ減弱 シテ 來 ル コ トモ 原因 デアル

ト思 バ レル。海猿血清 ノ・、之 テ560C30'非 働 性

トナ シK.K.-R斗 行 フ場合 ハ、殆 ド悉 ク陰性;1

呈 スルガ、唯余 ハ多撒 ノ實験 経過 中 二於 テ、窄

二陽性 テ呈 スル場合 テ認 メ タ。 反癒實施 上 多少

ノ蓼考 トナル ト思 フカ ラ簡 輩 二記 シテ置 ク。

海狽 ノ1例 二於 テ,其 ノ血 清 テ補艦 トシテ20数
へ

例 腱 康奢 ト思ハ ル ・者、健康 梅狽 非働 性血清、

結核 血清等)二 就 テK.K.-Rラ 施 行 シタガ、其

ノ結果 ハ凡ベ テ陽性 テ呈 シタル ガ故 二、試 ミニ

此 ノ補農血清 テ560C30'非 働 性 トナ シ、他 ノ海

狽 補膿 二依 ツテK.K.-Rラ 施 スニ、強陽性 テ呈

ス。 弦 二於 テ、本補罷iテ獲 タル海猿(禮 重約500

9)テ 直 チニ撲殺剖見スルニ、肝臓 二著明ナル

結節 テ許多二認 メ、脾臓及肺臓等 ニモ亦少撒二

之テ認ム。鼠践淋巴腺ノ・、殆 ド小指頭大 二腫脹

ス。結節 内ニノ・抗酸性桿菌 ト共 二、多様性 ノ非

抗酸性青,染スル細菌艦テ謹明 シタ。本問題二就
、

テノ・、鴻 上光明及 高崎氏(9)等 ニ ヨツテ報 告 セ ラ

レタ。余 ノ・本例 ノ・海狽 二登 生 セル特登性結 核 ノ

窄 ナル例 デ アル ト思考 スル。

次 ノ1例 ノ海狽 ノ・、初同探血 ノ補艦 ノ・他 ノ被検

血清 二封 シテ、K.K.-R反 慮 上、極 メテ優 秀 二

何等 ノ支障 モナ ク、良好 ナル補禮性能 テ示 シタ

ルガ、此 ノ海狽 ヨ リ更 二約2週 日デ経過 シタル

後 二、探血 シテ之 テ補禮 トシテ他 ノ被検血 清 二

就 テK・K.-R反 慮 テ試 ミタルニ、其 ノ結果 ノ・頗

ル曖味 デ、補膿 血清 ノ性能 上 二甚 グ 疑鮎 ガア

ル。IE==於 テ、本補艦 血清 テ56℃30'非 働 性 ト

ナ シ、此 ノモ ノニ就 テ、他 ノ海狸 補艦 テ使用 シ

テK.K・-R;f試 ミタルー、前例 同様 強陽性 テ呈

シタ。 直 二當該海狽 ヨ リ無菌 的 二心臓穿 刺 二依

ツテ探血 シ、之 テ寒 天扁卒板培養 トナ シ、37℃

血温 二保 ツタ。48時 間後 一3箇 ノ菌聚 落 ラ認 メ

タ。是等 ノモ ノノ・、悉 ク迂 一ル ガベ ッ ト氏染 色

上、青染 人ル 統状 菌 デアル。此統状 菌 テ更 一

「グ リセ リン」「ア・レカ リ」卵 黄水培 地 二嚢育 セ シ

メ、之 テ抗 元 トシテ補腱結 合反慮 テ行 フモ
、或

ノ・又、該 菌 テ寒 天斜面 二培養 シ
、其 ノ菌農 ノ ミ

テ集 メテ所定 ノ如 キ法 二依 ツテ乾燥 粉末 トナ セ

ルモ ノテ吸著元 トシテK.K .-Rテ 行 フモ、何 レ

ノ場合 ニテモ、結核血清 二封 シテ相當 二著明 ナ

ル特 異性 斗認 メタ。故 二、本海狸 ノ如 キノ・、初

回探血 ヨ リ第2同 目探 血時 ノ間 二於 テ、結 核菌

類 似菌乃至攣異性結核菌 ノ如 キモ ノノ感染 テ受

ケ、爾 ホ且 ツ菌血症 ノ如 キ状態 ニ アリタル モ ノ

ト認 ム可 キデアル。本海狸 ノ・剖 見上、著明 ナル

結節 ナ ドノ・何 レノ臓器 ニ モ 認 メ得 ラしナカ ツ

タ。

以上述 ブルガ如 ク、海猿 二於 テモ甚 ダ窄 二、 自
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然 感染 ニヨル結核 ト思ノ・ル ・モ ノガア リ、,或ノ・

又 、結核菌類似菌乃 至ノ・攣 異性結核 菌 ノ如 キモ

ノ・侵襲 テ蒙 リ居 ルガ如 キ場合 モ甚 ダ例外的 ニ

ノ・起 リ得 ル ガ、斯 カル海狽血 清ノ・補髄 トシテ使

用不 可能 ナルノ・勿論 デ ア・レ。 故 一 嚴正 二 云 ヘ

バ、補禮血清 ノ・、 之 テ560C30'非 働 性 トシタル

場 合 二、K.K.-R反 慮 二=全ク陰 性 テ示 スガ如 キ

モ ノデナケ レバナ ラヌ、然 ラザ ルモノノ、、 反慮

ノ結果 ノ・決 シテ正鵠 デナ イ誤謬 ノモ ノデ アル。

余 ノ・過 去1年 間補禮血清 トシテノ・、毎 同1頭 ヨ

リ心臓穿刺 二依 リ、出來得 ル限 リ大 量 テ探 血 シ

テ使用 二供 シテ居 ルガ、新 タニ購 入 セル海瞑 血

清 ニ テノ・、 百 撒 十 頭 一及 ブ實験 中、 補膿 血

清其 ノモ ノニK.K.-R反 磨 ガ陽性 テ呈 シタゴ ト

ノ・、前述 セル1例 ノミデ アツ タ。唯頻同齪暴 ナ

探血法 テ行 ツタ海狽 ニテノ・、往 々結核菌類似菌

或 ノ・其他 ノ細菌 等 ニ ヨル 菌 血症 ナ ドテ 惹 キ起

シ、其 ノ爲 一、含有補膿 ノ性能 二著 明 ナル攣動

ラ生 ジテ來 ル コ トガ アル。斯 カル補艦 テ使用 シ

タルK.K.-Rノ 實 験結果 モ何等信愚 スル ニ足 ル

モ ノデノ・ナ ク、甚 グ杜撰極 マル モ ノデ アル。 海

狽 ガ菌 血症 テ起 セル場合 二、其 ノ補禮 ガ補艦 結

合反慮上甚 ダ面 白カ ラヌ結 果 テ招來 スル コ トア

ル ・・、高 崎氏 「101モGsrtener氏 菌 ノ場合 二就 テ

既 二報 告 セ ラレタ.著 シク成熟 シテ永 ク棲 息 セ

ル海猿 ニテノ・、從 ツテ自然感染 ニ ヨル結核 ナ ド

ノ獲生 スル虞 レガ多 クナル言睾デ アルカ ラ、補禮

トシテ余 ノ希 望 テ謂 ヘバ、成 ル可 ク極度 二過熟

長 生 シナ イ中等大(300～4009)ノ 新 ラ シイ海狽

1頭 カ ラ毎同出來 ルダ ケ多量 二探血 シテ使 用 ス

ル コ トデ アル。妊 娠海猿 ノ血 清ノ・、往 々其 ノ後

牛期 二於 テ、水溶性抗元 ト合 シテ補膿 テ轄 向 セ

シムルコ トガ アルガ、 此 ノモ ノノ・、560C30'非

働 二由 ツテ全 ク1省失 スル貼 カ ラ見 テ、所 謂正常

抗膿 ナル モノ トノ・相違 シテ居 ル。又 、斯 カル血

清 ノ・、非働 性 トナ シK.K.-Rラ 行 フモ陰性 デア

ル。故 二斯 カ ル抗 補膿作 用ノ・妊娠時 二登來 スル

血清 内或 ル化學 的成分!異 状 二因ルモ ノ ト認 ム

可 キデ アル。K.K.-R反 慮 ニテノ・、妊娠補艦 ト

錐 モ別 二支障 ナ カル可 シ ト思ノ・ル ・モ、斯 カル

異歌補艘 ノ・、先 ヅ使用 シナ イ方 ガ無 難 デ ァラウ。

第5章 術 式

由來 、結核 補膿結合反癒 ノ成績 二就 テノ・、各實

験 者間 二於 テ、 其 ノ結果 ガ 著 シク相 異 シテ居

ル。其 ノ縁 ツテ起 ル理由 ノ第1ハ 、抗元 ノ良否

デ アルガ、其 ノ操作 法 ガ不統 一 ナル上 一、結核

補禮結合反慮施行上 二於 ケル各要 素 二關 スル注

意事項等 テ等閑 二附 シ、一向無頓著 二實験 ガ行

ノ・レテ居 ル ト云 フ場合 ガ多 イコ トモ重用 ナ原因

デ アル ト思 フ。例 ヘバ、術 式上 二於 テ、「ヘモ リ

ジン」ノ使 用量 ガ強烈 二過 ギタ場合、或 ノ・補禮 過

剰 二陥 ツ タ時、抗元 ヤ被検血清 ガ過 少 デアル場

合等 ノ・當然 陽性 ラ呈 ス可 キモ ノニ陰 性 ノ結 果 テ

現 ノ・シテ來 ル。反封 二、 「ヘモ リジン」量或 ノ・補

燈量 ガ弱 少 二過 ギタ時、又 ノ・被検血清 ヤ抗元 ノ

使月量 ガ過 多 デアル場合ノ・、結核患者 二封 スル

陽性卒 ノ・勿論 高 ク現 レルガ、往 々眞 ノ健康者 二

封 シテモ非特異的陽性反磨 ヲ呈 スル ト云 フ弊害

ガ起 ツテ來 ル。或 ノ・又、 第1次 系 二於 テ、充 分

ナ補膿 ノ結 合 テ計 ラ ズ 第2次 系 テ注 加 シタ場

合、其他補 膿、被 瞼血清、 山羊血球 等 二至 ル マ

デ各特別 ナル注 意事 項 ノアル コ トテ度 外覗 シテ

反慮 テ施行 シタ場 合等 二於 テノ・、當然 陽性 テ起

ス可 キ血清 ガ陰性 ノ結 果 テ生 ミ、或 ノ・陰性 デ ア

ル可 キ血 溝 ガ陽 性 二現 レル ト云 ツタ誤 ツタ結 果

テ生 ジテ來 ル。故 二、補禮 結合反鷹 ノ結果 テ最

モ優秀 ナ ラ シムル ニノ・、抗元 ノ撰揮 ト同時 二、

術 式 テ 改良 シテ劃 一的 ノモ ノ トナ ス 必要 ガ ア

ル。K・K・-R反 慮 ハ、從來 一般 二行 ハ レタ補禮

結 合反慮 ト異 リ、被検血清 ヨ リ其 ノ抗 罷i/iデ

抗 元 二吸著 セ シメ残飴 ノ血 清ノ・取捨 スルモ ノダ

カラ、抗膿 以外 一血清成分 ノ介 在 スル コ トニ因

ツテ生 ズ ル凡 ベテ ノ弊害 テ解 清 シ得 ル ト云 フコ

トガ第一 二從來 ノ術 式 二優 レタ黒占デアル。次 二
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菌 艦 性吸著元 二豫 メ血清 内 ノ抗膿 テ結合 セ シム

ルコ トニ依 ツテ、補膿 ノ結合度 ガ極 メテ緊密 ナ

ルガ故 二、第2次 系 テ注加 セ シムルモ、一旦特

異的 二韓向 セ ラレタル補禮 ・・、 容易 二所謂再剥

離現 象 ラ惹 キ起 サヌ.從 ツテ「ヘモ リジン」ノ如

キモ比較 的廣 イ幅員 二於 テ、彊烈 ナモ ノラ大膿

二使 用 スルモ
、其 ノ結果 二於 テハ殆 ド差異 テ醸

サヌ。 又K.K.-Rニ テ ・・、比較的大 量 ノ血 情 カ

ラ含有 セラル ・抗膿 テ抗元 二吸著集 債 セ シムル

モ ノデアルカ ラ、從來 ノ術 式 二於 ケル補罷結合

反癒 ノ結果 二比 シ其 ノ陽性率 ガ高 クナル コ トノ・

當然 ノ理 デ アル。特 二抗禮量 ノ僅微 ナル被検血

清 二於 伯 レ陽性率 が甚 ダ緩 レテ來 ル。此 ノ故 二、

K・K.・R・ ・結核早期診断上 二益 ミ有用覗 セ ラレ

ナケ レバナ ラヌ。斯 クノ如 ク、K.K.-R法 ・・結

核補艦 結合反癒術 式 トシテへ 理 想 二近 イモ ノ

グガ、本法 ニマ リテモ、反慮途行上、其 ノ術式

ノ貼 デ考察 ラ続 ラサネ バナラヌ黙 ガ撒 々 アル。

是等 ノコ トニ關 シテ、余 ノ・實験 ノ結果 二基 イテ

柳 力卑見 テ開陳 スル。但 シ余 ノ記載 スル コ ト

ガ、最 善最良 ノモ ノデ アル トノ・断言 シナイ
。今

後尚 ホ幾多 ノ篤學 者 二依 ツテ、漸次改良補綴 セ

ラレ完 壁 ノ域 二達 スル ノ日チ待望 シテ巳 マ ヌ。

先 ヅ 意見 トシテへ 結核補艦結合反癒 ノ主要

ナ眼 目ハ.其 ノ有無 ノ診断 ニ アル カ ラ、術式 ト

シテへ 支障 ノ生ゼザル限 リ、簡輩 トナ 入コ ト

デアル。此 ノ意味 デ、綿密 ナ陽性度 テ塵分 スル

ナ ドノ・或 ル特別 ナ目的以外ノ・一般 方法 トシテ不

必要 卜思 フ。又 、同様 二障碍 テ認 メザル範園 内

二於 テ、時間的 ニモ質的 ニモ「エコノ ミカル」デ

アル ガ望 マ シイ。徒 ラニ迂遠、冗長 ナル術式ハ

實際 問題 トシテ施 行 二困難 テ感 ズル ト共 二、不

経 濟的 デモ アル。 術式上必要 ト思ノ・レル黙 ヲ順

次 要言已スノレ。

「「ヘ モ リジン」償 ト「ヘ モ リジン」使用量 ノ測定」

從來余等 ノ既 二襲表 セル業績■1ソ術式 二糠 ツテ

行 ヘバ ヨ イ。唯、此 ノ際前述 セル「ヘモ リジン」

ノ使 用量 二封 スル 注 意 テ 加味 ス レバ 充分 デ ア

ノしO

「吸著元 ノ使用量」

本問題 ノ・、.K.K.-Rテ 實 施 スルニ當 ツテ頗 ル重

要 ナ ル1項 目 卜思 ノ・ル ガ故聯 力仔 細 二實験 的経

緯 テ述 ベル。

以下記載 スル實験 ノ結 果 へ 凡 テ「ヘモ リジン」

償3000乃 至3500倍 ノモ ノテ使 用量 トシテ其 ノ

10輩 位即 チ300倍 二稀繹 シタル状態 テ用 ヒ、感

作 ノ・30C重 湯 煎 内20分 時 トナ セルモ ノデア

ノレo

(a)吸 著元 テ溶血阻止下最大量 テ使用 セル場

合。所謂見カケノ健康者二於 ケル陽性率へ 約

2q%テ 示 シ、現示性乃至開放性肺結核 二於 テノ・、
　

唯特別 ナル場合(例 ヘバ重篤末期 ノ「ネガ チー フ

アネルギー」或ノ・陽性 「アネルギ畳,ノ 場合 ノ如

キ)ノ 僅少 ナル例外 テ 除 キテ・・、悉 ク 陽性 テ呈

λ。即 チ殆 ド100%ト 看 倣 シテ ヨイ。

(b)吸 著元使 用量 テ最大 完全 溶血量 ノ1/2ト セ

ル場合,

一般 見 カケ上 ノ健康者 二封 スル陽 陞率 ノ、
、13～

15%デ 、現示性乃至開放性肺結核 二於 ケル 陽性

傘 ノ・大龍(a/ノ 場 合 ト相違 シナ イ。

(c)吸 著 元使用量 テ最大 完全溶 血量 ノ1/4ト セ

ル場合,

一般 見 カケ上 ノ健康者 二封 スル陽性傘
ノ、5～7%

二減 ズル ガ、確實 ナ肺結核 ナ ドニ封 スル陽性傘

ノ・大禮(a/ノ 場 合 卜相 違 テ認 メナ イ
。 尤 モ肺結

核 二於 テモ陽 性度 ノ・(a)ノ 場 合 二比較 シテ次第

二減弱 シテ來 ル.例 ヘバ(a)ノ 場 合 二於 テノ・、

強陽性 テ呈 ヘルモ ノガ、80%ト ス レバ、(b)ノ

場 合 ニノ・凡 ソ(al/1/2即 チ40%二 減 ジ(c)ノ

場 合ノ・(a)i'/・eBチ 約27%二 減 ズル。

(d)吸 著 元使 用量 ラ最大完全溶血 量 ノ1/ljト セ

ル場合。

一般 見 カケ上 ノ健康者 二封 スル陽性率
ノ・、僅 カニ

1～2%二 減 ズルガ
、之 ト共 二確 實 ナル肺結核症

二封 シテモ(a)(b)(c)ノ 場 合 ニ アリテ
ノ・殆 ド

100%陽 性 テ示 シタルニ
、此 ノ吸著元量 ニテノ・、

約80g./ト ナ ル。

(e)吸 著 元使用量 テ最大完全溶血量 ノ1/、 トセ
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ル場合。

所謂一般 見 カケ上 ノ健康者 二封 スル陽性傘 ノ、殆

ド零%ト ナルガ、確實 ナル肺結核 症 二封 スル陽

性傘 モ45%二 減 ズル。

以 上 ノ如 キ實験 的結,果テ基調 トシテ吸著元 ノ使

用量 トシテ ドノ程度 テ撰澤 ス可 キデ アルカニ就

テ卑見 デ述べ テ見 ル。

前述 スル(e).ノ 場 合 ノ吸著元使 用量 ハ不適當 デ

アル コ トハ明白 デ アルガ、(d)ノ 場 合 ニ テハ、

所 謂見 カ ケ上 ノ健康者 二封 スル陽性 ノ、殆ド認 メラ

レナ ィ。 此 ノ貼 カ ラ粗雑 ナ臨躰的 ノ所 見 テ頑強

二正 挙 デアルカ ノヤ ウニ圭張 セ ラル ・者 二取 ツ

テノ・、 所謂健康者 二封 スル非特異性陽性反慮 テ

認 メヌカ ラ特 異性 ノ豊 ナ良好 ナ反慮 デアル ト解

繹 セ ラル ・デァ ラウガ、確實 ナル肺結核症 二封

シテ約80%内 外 ノ陽性傘 テ示 ス反慮 デノ・、之 テ

診断 ヒニ慮 用 スルモ 大 シ タ 意義 ラ認 メナ ィ。

(c)ノ 場 合 二於 テノ・、確實 ナル結核 二陽性比率

ガ頗 ル大 デ アルニモ拘 ラズ、所謂 見ヵ ケノ健康

者 二封 スル陽性卒ノ・比較的砂 イ。從 ツテ此 ノ邊

ノ抗元使 用量ノ・、一般的 二謂 ヘバ所謂非特異性

反磨 ラ 絵 リ認 メナ ィ良好 ナ 反慮 トシテ漱 迎 セ

ラル ・モ ノト思ノ、レル。(b)及(a)ノ 場 合 ノ、、

所謂 見 ヵケ上 ノ健康 者 二於 ケル 陽性卒 ガ 多過

ギル爲 二是 ノ・或 ル程度 マ デ眞 ノ健康者 二封 シテ

モ非特異性反磨 ラ起 ス場合 ガ アルモ ノダ ト云 フ

疑義 テ生ゼ シメル コ ト・ナル。然 シ乍 ラ謙 ツテ

熟 慮 スル ニ、所謂 見懸上 ノ健康者 ト唱 ヘ ラル ・

モ ノノ・、 高 々臨躰的手技、 所 見乃至ハX線 所

見等 テ基 トシテ築 キ上 ゲ ラ レタモ ノデ,是 等 ノ

モ ノテ基礎 トシタ所謂健康者 へ 結核 ガ維封 ニ

ナ イト云 フ確護 が ドサル可 キ筈 ノモ ノデナ ィ。

寧 ロ斯 カル モノノ・、結核 ノ診断法 トシテノ・、粗

笑、蕪雑 ノ誘 テ免 レナ ィ。余 ノ・現 下 二於 ケル結

核 感染、罹患 ノ状 態或 ノ・「ッベ ル クリン」反慮 ノ

登 來 スル模様乃至 ノ・病理解剖 上 ノ結果等 ヨ リ極

クヵイツマ ンデ鳥畷的二常識的二判断 スルモ、 所

謂 見 カケ上 ノ健康 者二封スル陽性率 ガ、13～15%

テ示 ス ト云 フコ トノ・、當然有 リ得 ルコ トデ、何

等不思議 ナ結果 デモ非特異 的 ナ結 果 デモナ イ ト

推断 スル方 ガ合理的 デアル。著者 ノ・從來、 多年

一亙 リテ多数 二試 ミタ實験 ノ結 果 カラ推 シテ、

所謂 見 カケ ノ健康者 二封 スル陽性傘 ガ、15%前

後 テ示 シ、 且 ツ確 實 ナ ル肺結核 ノ如 キニ封 シテ

ノ・、殆 ド100%二 近 イ陽性傘 テ示 スガ如 キ抗元

ノ使 用量 ノ・、結核 ラ最 モ早期 二診断 スル意 味 二

於 テ、適切 ナモ ノダ ト云 フ信念 ラ抱 イテ居 ル。

此 ノ黙 二關 シテノ・、更 二補膿結 合反庭 ノ検討 ノ

章 下 ニー層突 キ込 ンダ卑 見 テ開陳'な ル。

「「ヘ モ リジン」及被検 血清 ノ使用量」

本問題 ノ・既 二前章 二於 テ詳読 シタ.

「感作 二要 スル時間」

感作 ノ時間ノ・、著者及川 上 ノ・當初45分 時位 テ適

當 ナ ラン ト認 メタ。從 ツ テ、其 ノ後 ノ追試者 ノ

感作 二要 シタ時間 ハ、 凡ベ テ45分 時 トナ ツテ

居 ル。爾來著者 ノ・此 ノ方面 二就 テ、 色 々實験 テ

経 タガ、結 局37。C重 湯煎 内二於 テ20分 時吸著

シタル場合 モ、45分 時行 ヘ ル時 モ、確實 ナル結

核血清 二封 スル陽性傘 ニノ・殆 ド差異 テ 認 メナ

イ。 唯張陽性度 ノ撒 ノ・、20分 時吸著 二要 シタモ

ノノ・、45分 時 ノモ ノニ 比較 シ テ 相當減 ジテ來

ル。例 ヘバ45分 時吸著 二 要 シタ 場合確 實 ナル

肺結核 二於 ケ ル 強陽性 ガ60%テ 示 シタ トス レ

バ、20分 時 ノモ ノデノ・強陽性傘 ノ・20%内 外 ト

ナル。即 チ、20分 時 ト45分 間吸著 二 於 ケル差

異 ノ・、唯張陽性 ラ示 ス歎 二於 テ前 者ノ・後者 ヨ リ

モ減 ズルガ、此 ノ減 ジタル数 二該 當 シテ中等度

乃至弱陽性 ノ数 二於 テ壇加 シテ來 ル。從 ツテ其

ノ絶封陽性率 ニ ア リテノ・、 爾者問 二差異 テ現 サ

ナ ィ。故 ニー定量 ノ吸著元 二依 ツテ抗罷iノ吸著

テ計 ル場合 二抗膿含有量多 量 ナル場合ハ、吸著

時間 テ延長 スル ニ從 ツテ或 ル程度 マ デ吸著 セ ラ

ル ・抗膿量 ガ檜加 シテ來 ルガ、抗膿 量 ノ僅少 ナ

ル1血清 デノ・、全抗禮 ノ吸著 ガ比 較的軍時間 内 二

終 了セ ラル ・モ ノデ アル コ トガ分 ル。以上 ノ實

験 二基 イテ、結核補禮結合反 慮 ノ目的 ノ百中99

マ デノ・、陰、陽何 レデ アル カ ト云 フ結 果 デ ァッ

テ、反磨 ノ程度 ナ ドノ・大 シタ意 義 ガナ ィ。故 二
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吸 著 二45分 時 テ要 スル ヨリモ20分 時 テ探 ル方

ガ、 時間的 二甚 グ経濟 デ アリ、當世 「スピー ド

アップ」時代 二相慮 シタコ トデアル ト思 ノ・レル。

尤 モ、被 検血清 カ ラ其 ノ含有 スル抗龍 テ全部 吸

著 ニ ョツテ除去 シヤウ トスル特別 ノ目的 二封 シ

テノ・、 吸著元 量 テ増加 スル ト共 二、吸著時間 テ

相 當 二延長 ス可 キデアル コ トノ・論 テ待 タヌ。 又

吸著20分 時 ノモ ノ・・、45分 時 ノモ ノニ比較 シ

テ、眞 ノ健康者 二封 スル疑問反慮 ノ数 ノ・確 カニ

減少 スル。此 ノ鮎 モ多少優 レタ塵 ト思 ヘル。吸

著時間 テ20分 時 ヨ リ次 第 二縮小 ス レバ、結核

二封 入ル陽性傘 モ次 第 二減弱 テ示 スカラ封局
、

20分 時 ノ吸著時間 ノ・、使用 シ得 ル範園 ノ最短限

度 ト看倣 サ レル。

以上、術式 二要 スル各要素 二就 テ注意 ス可 キ事

項及 ビ之 二封 スル卑 見テ述 ベタガ、次 デ術式 ノ

型 二言及 スル。K.K.-R二 於 テモ從 來通 リ、3

檬 ノ方法 ガ考 へ得 ラル。帥 チ第1ハ 血 清 テ原液

ヨ リ3種類 二食盤水 デ稀繹 シ
、夫 レ等 ノ各0.5～

1・Occ二 封 シテ使用 量 ノ吸著元 テ以 テ 吸著 ラ施

λコ ト。次 二吸著抗元其 ノモ ノテ稀繹 スル方法

デ、之ノ・被検 血清0.5～1.Oc.a二 封 シテ 使用量

ノ倍量 ノ吸著元 ラ加 へ、所定 ノ法 二依 リ、吸著

ラ行 ヒ、遠 心後沈 下 セル吸著元 テ倍進法等 ニ ヨ

ツテ3様 二稀繹 スル コ ト.第8二 補膿遍檜法 デ

アル。是 ノ・被検 原血清(1 .5～3.OCCl二 使 用量 ノ

吸著元 ノ3倍 量 テ加 ヘ テ吸著 テ行 ヒタルモ ノテ

食盤水 デ任意量 二稀繹 シ、之 テ3等 分 シテ補艦

量 テ累進的 二注加 スルモ ノデ ァル。

以上3型 式 二於 テ、第1法 ノ・陽性度 テ計測 シヤ

ウ ト入レバ、勢 ヒ吸著 二要 スル試験管数 ガ多敷

トナ リ、之 ラ各々遠 心 スル ト云 フ塵置 ノ・、 中々

煩雑 デ理 窟上 ハ考 へ得 ラ レルガ、實際 問題 トシ

テノ・使 用 二不便 ト手 間 テ感 ズル。第3法 ノ・第2

法 二比較 シテ陽性度 テ劃 定 スル目的 二・・多少優

レテ居 ル。

吸著元 ノ最大完全溶 血量 ハ、補膣 血清 二特別 ナ

異状 ノナ イ限 リ、殆 ド毎同常 ニー定 シテ動揺 シ

ナ イ。故 二、一度測定 ス レバ、毎同其 ノ豫備實

験 ノ・繰 リ返 ス必要 ガナ イ。 直 チニ吸著元 ノ使用

量 ラ以 テ本試験 二當 ツテ ヨイガ、唯毎 同吸著元

ノミノ封 照 ラ併 置 シ置 クコ トノ・萬一 ノ錯誤 テ防

止 スル意味 二於 テ是非必要 デ アル。

余 ノ本同述 ブル ガ如 キ製 出法 二嫁 ルS.T.菌 乾

燥粉 末ノ・、其 ノ溶血阻 止下最大 量 二於 テ常 ニー

定 シテ動揺 シナ1。 即 チソ レノ・1mg二 相 當 シテ

居 ル。故 二今假 リー、吸著元 ノ使 用量 トシテ其

ノ1/4テ 探 ル方法 テ撰 ビ吸著元 テ倍進稀繹 スル

方法 ナ レバ豫 メ璃瑞乳鉢 ニテ町峰 二播 リ潰 シ、

生理的食盤水 ニテ俘游液 トナセルモ ノテ其使用

量 ノ2倍 二相當 スル量、即 チ1%ト ナ セ・しモ ノ

ラ更 二2倍 二食盤水 一テ 稀繹 セルモ ノテ0.1cc

加 フ レバ ヨ ィ。次 二内容 テ良 ク振 盈混和 シタル

後 、 所定 ノ 時間吸著操作 テ施 シ、5分 時間

2000～3000廻 轄 ノ遠心装置 二施 シタル後 二沈 下

セル吸著元 二生理的食盤 水 テ加 へ倍進 法 二從 ツ

テ陽性度 ノ塵別 テ計 ル方法 テ探 ル。著者 ノ探 レ

ル方法 ノ・、 出來得 ル限 リ各要素 ノ節約 テ計 リ
、

且 ツ多数 ノ被検 血清 邦盆小 ナルー重湯煎 内二於

テ逡行 セ シメン ト企 テタルガ故 二、試験 管 ハ小

ナルモ ノテ使 ヒ、 且 ツ其 ノ全 容 テ1.5cc,='1ヒ メ

タ。 今試 ミニ補膿檜進法 ノ場合 テ具罷 的 二論示

スレバ、560C30'非 働 被検原 血清1 .5cc二 封 シ、

豫 メ1%二 食盤水俘液 トナ セノし乾燥菌 テ更_生

理的 食鞭水 ニテ4倍 二 稀繹 シタルモ ノノ0.3cc

テ注 加 スル、(最 大完全溶血量 テ1mgト シテ其

ノ使用量 テ1/4卜 規 定 シタル場合)
。20分 時37℃

ノ重 盈煎内 二於 テ吸著 テ施 ス
。此 ノ間途 中 ニテ

1同 試験管 ノ内容 テ振盈混和 ス。2000～3000廻

轄 ノ遠 心器 二5分 時塵置 シタル後、上清 テ可及

的 二取 リ去 リ、次 二新 タニ生理的食盤水0 .5～

1・Occテ 注 加後、 内容 テヨ ク振 盈混和 シテ
、更

二同一廻轄撒 ノ遠心器 二5分 時塵 置 シタル後
、

上清 テ可及 的 二捨 テ去 リ、 沈下 セ ル 吸著元 二

〇・3ccノ 食 盤 水 ラ加 へ、 ヨク混和後之 テ3筒 ノ

試験 管二3等 分 シ、15倍 稀澤海狽補罷 ヲ0.15cc,

0・2cc・O・25ccノ 如 ク累進 的 二注 加r N。次 二生

理的食盛水 ニ テ各試験管 ノ全容 テ1.3ccト ナ シ
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タル後 内容 テ ヨク振 盤混和 シ、37℃ ノ重温煎 二

30分 時描置 ス。此 ノ間1同 試験 管!内 容 テ振盈

混和7・。30分 時 ノ後 二取出 シ、 各試験 管 一、豫

メ使 用量 二稀澤 セル「ヘモ リジン」液 ト等量 二感

作 セ ラレタル2%ノ 感作 血球俘游液 テ0.2cc宛

注 加 シタル後 、 内容 テ混和 シ、更 二37℃ 重湯

煎 内 一15分 間播 入 ノ後、取 リ出 シテ 直 チニ 結

果 子観取 へ。

術式操作上 二於 テ注 意 ス可 キ事項ノ・、菌俘游液

テ作 ルニ'・、初 メ極 ク少量 ノ食 盤 テ注 加 シ、 ヨ

ク乳 鉢内 一テ播 リ潰 シタル後 、徐 々二食盤水 テ

注 加 シツ ・町峰 二 調製 スル。既 一 述 ベ タル 通

リ、常初 ヨ リ使 用量 ノ吸著元 ノ場合 ノ・、1同 遠

心後、上清 テ捨 テ去 リ、沈 下 セ ・レ吸著元 テ更 二

倫 ホ生理的食賂 水 テ注加後、遠 心 ラ繰 リ返 シ行

ヒタル沈澱吸著元 二封 シテ試験 テ行 フ。 吸著元

テ當初使用lll:ノ2倍 量 二加 ヘ テ吸著元返減稀繹

テ行 フ場合 ・・、遠心 ヲ2同 繰 リ返 シテ行 フモ、

唯1同 ニテモ同檬 ノ結果 ナル ガ故'=、1同 二tL

ノ テ ヨ ィ。唯弦 二術式上特 二注意 テ喚起 シ置 ク

可 キノ・、抗元量 テ溶血阻 止下最大量 ノ1/4テ 使 ・

用 スル ト假定 シタル場合 二、此 ノ量 ヲ直 チニ原

血清 二加 ヘ テ吸著後、遠心 シテ其 ノ上清 テ可及

的 二傾斜 シ捨 テ去 リタル沈澱吸著元 二封 シテ補

禮結合 反慮 テ行 ツタ結果 ト、初 メヨ リ原 血清 二

使 用量 ノ2倍 量 ラ加 ヘ テ吸著後、遠 心沈澱 テ行

ヒ、其 ノ上清 ヲ同様 二取 リ去 リ、沈澱吸著元 テ

更 二食盤 水 ニテ2等 分 シテ行 ヒタル補禮結合反

癒 ノ結果 トーハ、其 ノ含有 セラル ・吸著元 ノ絶

封 量 二於 テノ・相互 二同 、1:ナルモ、補艦結合度 二

於 テハ雨 者間 二甚 ゲ シキ相違 テ示 ス。前者 ノ如

キ ノノ怯 テ探 レルモ ノへ 後者 二比 シテ其 ノ陽性

卒 ガ遙 二減弱 スル。其 ノ理由 へ 前者 ノ如 キ方

法 ザ探 ル時 ハ、後者 二比較 シテ、其 ノ残存 セル

血 清成分 ハ2倍 トナル。血清成 分 ガ或 ル程度以

上 二達 スル時 ハ、此 ノ介在 セル血清成分 ガ菌膿

テ保護 シ、補膿 ノ特異的 二菌膿 二轄向 セ ン トス

ル作 用 テ阻 止 人ルガ爲 デアル。血 清 テ可及 的 二

取 リ去 リタル後、更 二食盤水 ヲ加 へ、混和 シテ

其 ノ1/L)量 ヲ取 リ去 ツタ歌態 デノ・最早介在 スル

血清成分 ガ、補 膿 ノ特異性朝 向 テ阻ILス ル量 二

到達 シ得 ナイモ ノ ト認 メラル。 斯 クノ如 キ血 清

ノ性状 ノ・、特 二新鮮 ナル加熱 非働 血清 二於 テ著

明 デアル。元來血 清成分 ノ多少残留 ス ル コ ト

ガ、全 ク菌鷺 二封 シテ無作用的 ノモ ノナ レバ、

直 チニ1/.1量 テ探 ツタモ ノガ、1ん 量 テ探 ツテ感

作後、更 二之 テ2等 分 シタルモ ノヨ リモ感作 セ

ラ レタ抗膿量 ノ・総 ジテ多 クナル繹 デアル。補禮

結合反慮 ノ結果 ノ・、要 スルニ、抗元 ト抗艦 ノ相

乗積 ト看徹 サル可 キデァルヵ ラ、若 シ1/4量 ノ

吸著元 ニ ヨツテ血 清内 ノ抗罷 ガ悉 ク吸著 除去 セ

ラル ・モ ノトス レバ、2倍 量 ノ抗膿 二ZF等 二感

作 セラ レタルモ ノ;1、 更 二2等 分 シタモ ノヨ リ

モ、當初 カ ラ1/4量 二全抗龍 テ吸著 セ シメ タモ

ノ・方 ガ、假 令、其 ノ吸著元 量 二於 テ同一 トス

ルモ、抗 禮量 二於 テ、後者 ノ・前者 ノ倍量 トナル

ノ・自明 ノ理 デアル。然 ルニ前述 ノ如 久1/4量 テ

加 へ、只1同 遠心 シタノ ミニテハ、其 ノ結果 ノ・

全 ク事 實 二於 テ反封 二現 レルハ、全 クー定 量以

上 二残 存 セル血清成分 ノ介在 二因 スルモ ノデア

ル。故 二著 者ノ・、吸著法 二於 テ最 モ秀 レタ結果

テ生 ズル方法 トシテ、當初 ヨ リ原 血清 二封 シテ

使用量 ノ吸著 元 ラ 加へ、吸著 テ施 シタルモ ノ

テ、遠 心沈 澱後 、上清 テ可及 的 二捨 テ去 リ、更

二食盤 水 テ注 加後 、遠心沈澱 テ繰 リ返 シ、沈 下

セル吸著元 二就 テ補膿結合反慮 テ行 フ コ トデ ア

ル ト思 フ。故 二、余 ノ・軍 二結核 ノ有 無 テ診断 ス

ル 目的 トシテ ノK.K.-Rノ 最 モ簡軍 ナル術 式 ト

シテハ次 ノ如 ク行 フガ適切 ダ ト思 フ。

560C30'非 働 性血清0.5～1.Occ二 封 シ、吸著元

使用量溶血 阻止下最大量 ノ1/4量 二相當 スル(余

ノ製 出 シタルS.T.乾 燥 粉 末菌 ノ・使 用時食盤水

一テ乳鉢 内 ニテ ヨク播 リ潰 シ
、1%浮 溌液 トナ

シ、更 二之 テ4倍 二食盤 水 ニテ稀繹 シタル モ ノ

ノ0・1ccテ 注 加 ス レバ、菌 量0.25mg二 相 當 シ、・

溶血阻 止下最大量11/4二 該 當 ス。)量 ラ混和 シ、

ヨク楓 盆混和 シ、370C重 湯 煎 内 二20分 時播 入

スル。 此 ノ間、10分 時 ラ経過 シタル際、試験管
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皇 テ把持 シ振 盈内容 テ混和 ス。被検 血清多撒 ナ

ル時 ノ・、 吸著 テ終 了 シタル後、直 二試験管皇 ノ

マ ・、冷水浴 中二播 入 スル方ガ可 ナ リ。次 デ各試

験 管 テ順次,2000-3000廻 韓 数 ノ遠 心5分 時宛

行 ヒ、試験 管 テ傾斜 シテ上清 テ除 キ、更 二撒同試

験管 テ倒 ニ シタルマ ・、輕 ク振 リ廻 シ、残絵 ノ血

清 テ可及的 二除去 シタル後、 生理的食盤 水0.5

～1 ・Occテ注 加 シ、振 温1昆和 シ、更 一5分 間2000

～3000廻 轄 ノ遠心沈澱 テ施 ス
。上清 テ可及的 二

捨 テ去 リ、沈下 セル吸著元 二生理 的食盤水 テ各

試駒管 二1・15ccテ 注 ギ入 レ、次 デ15倍 稀繹 補

膿 テ0・15cc宛 テ追加 シテ37℃ 重湯煎 内一30分

時間描 置 シ,此 ノ間15分 時 テ経過 シタル時、1

同 振 鑑内容 テ混和 ス。30分 後取 リ出 シ、直二豫

メ使 用量 ノ「ヘ モ リジン」稀繹液 ト4%ノ 山羊血

球 俘液 ノ等量 テ混和 シ感作 セル2%血 球俘液 テ

各試験 管 二 〇.2cc宛 加 へ、37℃ 重 湯煎 内二15分

時入 レタル後、取 リ出 シテ直 二結果 テ観取 ス。

此 ノ際、念 ノ爲封 照管 トシテ菌食盤水俘游液 テ

併置 スル。此 ノモ ノハ、管 内菌 ノ含有量2mg,

1mg,0.5mg,0.25mg二 相 當 スルヤウニス レ

バ ヨ イ。故 二初 メ菌含有量4mg二 相 當 スルモ

ノテ調製 シ、之 テ本試験 管 ト同様 二塵 置 シタル

後 、遠 心後、 食盤水 デ 倍進稀繹 一 ヨ リ2mg,

1mg,0・5mg,0・25mgノ 如 ク作 出 ス レバ ヨイ
。

余 ノ製 出 セル乾燥菌 ノ・常 二其 ノ2mgデ ノ・溶血

阻 止 テ認 ムルガ、1mgデ ノ・完全 二溶血 スル。

即 チ菌 ノ自家抑 制度 バー定 シテ居 ルカ ラ毎同使

用量 モー定 スルコ ト・ナル。若 シ菌 封照管 二異

歌 二強 イ溶 血阻 止テ認 ムル ガ如 キ場 合 ア レバ、

ソ レノ、本著 中二既 二述 ブルガ如 ク、多 ク ノ場合

海獲 補膿 ノ異状 二基 クモ ノデアル。

次 二術式上 二就 テ余 ノ意見 ト希望 テ述 ベル ト、

結 核補禮結合反慮 テ行 フ目的 ノ殆 ド凡ベテノ・、

結 核 ノ有無 ノ'iミ蜥 二資 スル コ トデ、抗膿量 ノ多

少 ノ測定 ナ ドハ從來 ノ實験上、豫後上 一モ治療

上 ニモ大 シタ意義 テ有 シテ居 ナ ィ。從 ツテ、抗

膿 含有量 テ仔細 二分割 シテ陽性度 テソ レ程綿密

二劃定 スル必要 ノ・毫 モ認 メヌ。大 シタ意義 ノナ

イ黙 二傳統的 二無意 味 二煩雑 ナ手撒 テ要 スル陽

性度 ノ分別等 ノ 爲 二、 各被検血 清 二封 シテ試

験 管 テ撒 本宛併列 セ シムル ト云 フ コ トノ・、或 ル

特別 ナ目的 ノアル場合 ヲ除 キ、1嚢1ヒ シテ第1試

験 管 ノミデ充 分 ナ リ ト思 フ。斯 クスル コ トニ ヨ

ツテ、手数 モ大 イニ省略 セ ラレ、各要 素 ノ節約

モ出來 ル。斯 カル方法 デ本試験管 ガ完全 不溶血

ノ時 ノ・,強 陽性(帯)痕 跡 溶血 ヨリ約1/4溶 血 ノ

程度 ノ・中等 度陽性(十)、2/4溶 血 ヨ リ ヲ4溶 血 ノ

程度 ノモ ノテ弱陽性(十)、 不溶 血1/4以 下 ノモ

ノハ疑 問反磨(±)、 完全溶 血ノ・陰 性(一)ト ス。

コ レデ大龍 ノ陽性 度 ハ分 タ レル。 又吸著時間 モ

前述 ノ如 ク、20分 時 ト45分 時 間 二於 テ、 陽性

率 ノ鮎 デ確實 ナ ル 結核 二於 テ、 相異 シナ イカ

ラ、結 核 ノ有無 子診 断 スル目的 カ ラ云 ヘバ、短

時間 ラ探 ルガ ヨ イト思 フ、

次 二余 ノ・、 吸著元使 用量 ラ溶血阻止下最大量 ノ

1/
、 テ探 リ吸著時間 ヲ20分 時 トナ シ、 「ヘモ リ

ジン」償3000～3500倍 稀 繹 ノモ ノ テ 其 ノ10輩

位 ラ使用量 トナ シ、本試験管 只1本 テ併置 シタ

ル方法 デ行 ツタ補膿結合反慮 ノ結果 テ募 考 マデ

ニ簡輩 二述 ベル。

確 實 ナル肺結核 患者56例 二於 テ、

陽性傘100%P内 、 強陽性56%、 中等 度陽性

35%。

弱 陽性9%。

臨 休的及X線 検査 上 二於 テ大膿結核 ノナ ィ健康

者 ト思 ハル ・者43例 二於 テ、 陽性者3例 デ、内

1例 ハ強陽性、他 ノ2例 ハ弱 陽性 デ アツタ。是

等 ノ陽性者3例 ハ、恐 ラク臨休 上或 ノ・X線 検査

上 二於 テ探知 シ得 ナ イ程度 ノ結核罹患 ノアルモ

ノ ト思 惟 セ うル。 以上 ノ實験 ニ ヨツテモ分明 セ

ラル ・ガ如 久 斯 カル簡 軍 ナ方法 テ用 ユルモ、

其 ノ有無 テ診断 シ、 且 ツ大膿 二其 ノ陽性 度 テ分

別 スルニ何等 ノ支障 ガナ ィ。其 ノ結果 ノ・確實 ナ

ル肺結核 二100%テ 示 シ
、 眞 ノ健康人 血清 二封

シテノ・殆 ド非特異性陽性 反慮 ラ現 サナ イ。特異

的 デ且 ツ優 秀 ナル陽性傘 テ示 ス血 清學 上 二於 ケ

ル良 反鷹 トシテー般 二推賞 シテ断 ジテ↑軍ラヌ
。
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第6章 典型的結核菌乾燥粉末 二依 ルK.K.-R.

本 問題 二關 シテハ、莇 二昭和13年 度 二 開催 セ

ラ レタル 日本結核病學會練 會上 一テ川 上三景學

士 ガ報 告 サ レタガ、著者 モ亦、数株 ノ相異 セル

典型 的有毒 性結核菌株 テ選 ビK.K.。R法 二嫁 ル

補髄結 合反 磨 ラ試 ミタ。其 ノ結果 ハ菌株 ニ ヨツ

テ吸著元 的性能 ヤ自家抑制 ナ ドノ鮎 二於 テ、 多

少 ノ差異 テ認 ムル ガ、大膿 二於 テ、何 レノ菌株

モK.K.-R法 ニ テノ・、使用可能 ノモノデアル コ

トノ・、川 上氏 ノ實験 成績 ト全 ク同意 見 デ アル。

只S.T.菌 乾燥粉 末 ヨ リモ吸菌元的性能 ガ多少

劣弱 デアル モ ノガ多 イ感 ガ アル。斯 クノ如 ク、

從來 ノ水溶性抗元 デノ・,抗 元 ノ良否 ノ・使用 スル

菌株 ノ如何 ニヨツテ甚 ダ シク相 異 ヲ示 シタル ガ

K.K.・R法 二從 ツ テ 乾燥 菌粉 末 テ 使用 スル時

ノ・、菌株 二因ル抗元性 ノ相異 卜云 フコ トテ殆 ド

解浦 シ得 タカ ノ感 ガ アル。斯 クノ如 キ結果 テ生

ズル理 由二就 テ考察 スル ニ、水溶性抗元 ニテノ・、

其 ノ菌株 ハ抗元性物質 ラヨク其 ノ溶液 内 二浸出

移 行 セ シムルモ ノ程良好 ナル抗元 ラ製 出 スルニ

適 シテ居 ルガ、K.K.-R法 ニ テノ・,直チニ菌禮其

ノモ ノ・抗元性 ラ利用 スルモ ノデアル カ ラ、菌

株 二因 ル相異 ト云 フモ ノノ・ソ レ程 二現 レテ來 ナ

イノデアル。又、K.K.-R法 二依 ツテ陽性李極 メ

テ優 秀 ナ ル 乾燥粉 末菌 テ、 同檬 二 俘游液 トナ

シ、從 來行 ハ レタル ガ如 キ術 式 二從 ツテ補艦結

合反慮 テ實 施 スル時 ノ・、其 ノ結 果 ハ頗 ル低劣 ナ

モ ノデ アル。 此 ノ理 由ノ・、既 二述 ベ タルガ如 ク、

乾燥菌膿 テ食盤水俘游液 トナ セル モ ノデへ 試

験 管 内一同時 二混在 スル血 清膠質 成分 ガ恐 ラク

菌罷 テ園続 保護 シ、補罷iノ特異的及 非特異的 二

結合 スル`コ トテ阻止 スルガ爲 ト解 セ ラル。此 ノ

現象 ノ・560C30'加 熱 非働後新鮮 ナル モ ノ程著明

デ、之 テ久 シク氷 室 二貯藏 スレバ次 第 二斯 カル

現象 ハ減弱乃 至消失 ニスルニ至 ル。此 ノ故 二從來

ノ術式 二嫁 ル補艘結 合反磨 二於 テハ、被検 血清

ハ加熱非働後、 一定期間氷 室 二 貯藏使用 スル

ト、陽性度 ノ・遙 二高 クナツテ來 ルモ ノデアル ト

余 ノ・銑二報告 シタ塵 デ アルガ、以上 ノ理 窟 テ考

察 スレバ、 至極當然 ノゴ トデ アル。又從 來 ノ術

式 ニ ヨル補禮結合反慮 二於 テノ・、水溶性抗元 性

物 質 二=豊富 ナモ ノ程抗元 トシテ優 秀性 テ示 スモ

ノデ アル ト云 フ理 由 モ繹 然 ト シ テ 會得 ガ出來

ル。水溶 性 テ呈 シタ抗元 デノ・最早血清膠質 ノ介

在 スル コ トニ ヨツテハ、補 膿 ノ轄 向 セ ントスル

コ トテ殆 ド阻止 スル ノ能 ガナィカ ラデアル。.

第7章 非抗 酸性 愛 異性 結核 菌 ニヨルK.K.-R.

桿菌状乃至ノ・網 犬等テ示セル非抗酸性攣異性結

核菌株ハ、K.K.-R法 吸著元 トシテ相當 二優秀

ナル成績示 スモ ノナルコトテ認 メタガ、抗酸性

ノモ ノー比 スレバ、其 ノ陽性卒二於 テ、約10%

低下スル。非抗酸性墜球菌、球菌、四聯球菌乃

至ハ穎粒状等二攣異セル結核菌ノ・、線 ジテ其 ノ

自家抑制度モ砂 イガ、吸著元的性能モ亦極 ノテ

薄弱 トナル。非抗酸性隻球菌状ラ示セルモ1デ

へ 抗酸性桿菌封覆 異性結核菌 二比 シテ約25%

陽性卒ノ・低減 スル。

以上 ノ實験 ヨリ考察 シテ、最 モ便宜二且ツ良好

ナル吸著元 テ得ル要項 ラ掲ゲル ト、

(1)或 ル程度攣異 シ、且 ツ爾ホ抗酸性テ具へ無

毒状 ナルモノ。帥チ装作上 二危瞼ガナィカラデ

ア ル 。

(2)登 育 容 易一且 ツ旺盛 ナル菌株 、

斯 カル菌株 テ選 ブコ トノ・吸著元 ヲ得 ル コ ト容 易

一 シテ、 凡ベ テ ノ貼 カ ラ見 テ甚 グ便宜 デアル
。

褒育 ガ迅速 旺盛 デ アル コ トハ、必然培 養 中、他

菌 ノ混 入檜殖 スル ト云 フ機 會 ラ砂 ナカ ラ シム
コ

ル。余等 ノS.T.菌 株 ノ如 キハ、之 テ「グ リセ リ

ン」肉汁培 地面上 二移植 ス レバ、撒 日間 ニ シテ其

ノ全面 テ蔽 ヒ、 且 ツ 室温 ニ テモ或 ハ37℃ ヨリ

高温(450C前 後 迄)ニ テモ殆 ド大差 ナ クヨク嚢育



第8號 】 鴻上=結 核補髄結合反慮補遺 IMI

スル。斯 カル菌株 テ選揮 スル コ トガ、 凡ベ テ ノ

鮎 カラ見 テ、至極重寳 デ便宜 ナ ル ハ 勿論 デア

ル。典型的結核菌株 ラ移植 シ、月籐 ノ間、待 機

シテ居ル ナ ド甚 グ手間取 レタ迂遠 ナ話 デアリ、

且 ツカ ・ル菌株 デノ・少 シノ要約 ノ相異 デ全 ク死

滅 シテ奨育 シナ クナル コ トガ屡 ≧デ甚 ダ不 都合

ラ感 ジル。

(3)培 地 ノ・最 モ嚢育 二 合適 シタモ ノテ選 ブコ

ト。

此 ノ鮎 カラ云 ヘ バ、余 ノ・「グ リセ リン」肉汁培 地

ガ最 モ良 イ ト思 フ.本 培 地 デノ・登育 スル菌量 ガ

多 久 且 ソ其他 ノ培地 一 登育 シタモ ノ ト比較

シ、吸著元的性能 モ亦最 モ優秀 デ アル。

第8章 徽毒血 清 卜K.K.・R.

K・K.-R法 二依 ル補艦結合反癒 ハ、 徽毒血清 二

封 シテ非特異 的陽性反慮 テ示 サ ヌ。此 ノ事實 ノ

ミデモ、翫 二本反 慮 ノ優 秀 ナルー大特長 デアル。

此 ノ鮎 二關 シテハ、川上氏、野村氏、河 本氏等

モ多激 二行 ヘル實験 ノ結果 カ ラ確 實 二肯 定 シテ

居 ラ レル。

抑 々余等 ノ初 メ 創製 セ ル 水溶性抗元、 所謂

Squalo-Tuberculinテ 抗 元 トシテ從來 ノ術式 二

從 ツテ補禮結 合反慮 ラ試 ミル時 ハ、徽毒血清 二

封 シテ殆 ド100%ノ 非特異 的陽性率 テ示 シテ來

ル。 此 ノ貼 二就 テノ・、川上 氏、野村氏、俵 氏、

河本及 市lI」氏、河本及本 田氏、廣 田氏等 モ悉 ク

認 メテ居 ラレル。即 チ、是等諸家 ノ追試 ニヨル モ

徽毒 二封 スル非特異的陽性反癒傘 ノ・、約96%～

100%テ 示 ス。 斯 カル 水溶液 性抗元 ニテハ
、菌

盟 テ除 ケル 水溶液 ノミテ使 用 スル モ亦其 ノ菌

禮 ノ ミテ分離 シテ使用 スルモ、徽毒血清 二封 ス

ル陽性率ハ何 レモ甚大 デアル
。 即 チ、斯 カル抗

元 ノ徽 毒血 清 二封 シテ非特異 的 二反磨 スル成分

へ 菌禮 内 ニモ保留 セラ レテ居 ル ガ、菌禮 ヨ リ

溶液 内 二移行 シタ物質 ニモ存 シテ居 ル コ トガ分

ル。 斯 クノ如 ク 「アルカ リ」卵黄 水培 地 ヨリ得

タル水溶性抗元 ノ・、徽毒 二封 シテ頗 ル強烈 ナル

非特異的陽性反慮 テ呈 スルモ ノデ アルガ、是ノ・

決 シテ培地 二存 スル或 ル化學 的成 分 二因 ルモ ノ

デモナヶ レバ、且 ツ本培 地 内二菌 ガ嚢 育 スル爲

二産 出 セ ラレタ菌 ノ膿 外毒 素性物質 ニモ因ルニ

非 ズル コ トノ・・諸多 ノ方面 ヨ リ實験的 二確謹 シ

タ塵 デ、 是等 ノコ トニ關 シバ前著 テ参照 セバー

目瞭然 デアル。斯 ク徽 毒血 清二封 シテ強烈 ナル

非特異的陽性反慮 テ示 スS.T.菌 艦 ガ、高熱 ノ

下 二乾燥状態 トナスコ トーヨッテ、徽毒血清 二

反慮 セザルテ至 ル理 由 テ考察 スルニ、元 々S.T.

菌 罷 内 ニノ・徽毒 二封 シテ ノ抗元性物 質 ト結 核 二

封 スルモ ノ トガ共存 シテ居 ル。此 ノモ ノテ高熱

乾燥 セ シムル コ トニ因 ツテ、結核 二封 スル抗 元

性物質 ノ性能 ノ・殆 ド損傷 テ惹 キ起 サヌ ガ、徽 毒

二封 スルモ ノハ斯 カル状態 ノ下 二於 テノ・
、徽毒

性抗禮 二封 シテ、最 早容 易二反慮 シ得 ザル如 ク

憂 化 セラル ・モ ノ ド思 惟 セ ラル。 而 シ テ 徽毒

ト結核 トー反慮 スル物質 ハ、各 々別 箇 ノ物 デ ア

ル ト認 ムル ガ至當 ナ ラザル ヤ ト思バ レル
。其 ノ

故 ノ・、若 シ同一物 質 デア レバ、徽毒 二封 シテ反

慮率 ガ減弱 スレバ、結核 二封 シテモ亦、併行 シ

テ減弱 シテ來 ル筈 デア リ、又斯 カル乾燥菌粉 末

二純 「エ チール」酒精 テ加 ヘテ抽 出 スル ト
、酒精

内ニハ徽毒 二封 スル抗元 性物 質 ガ更 二復活 シテ

現 レテ來 ルガ、以上 ノモ ノノ・殆 ド結 核 二封 スル

特異的反慮性 ノ・認 メ ラレヌ。 叉酒精 抽出前後 ら

於 ケル菌禮 ノ結核 二封 スル抗元性能 ノ・殆 ド相異

テ示 サ ナイ等 ノ黙 ガ上 ゲ得 ラレル カ ラデ アル
。

次 二斯 ク ノ如 久 徽毒血 清 二封 シテ不 關歌態 ト

ナルモ ノテ、更 二長 日時室温 二於 テ開放 シ、次

第 二漁潤 トナルカ、或 ノ・之 テ食盤 水 ニテ浮游液

トナ シ.時 々100℃ 二加熱 シ、1ケ 月絵 二及 ベ

バ徽毒 二封 シテ次 第 二反慮 スル性倉邑テ再現 シテ

來 ル。 故 二此 ノ攣 化 ハ、或 ル程度 マ デ可逆的 デ

アル コ トモ確 實 ナル ガ
、但 シ短 日時 ノ間 デノ・徽

毒 二封 シテ反慮 スル機能 ノ・容 易二復活 シナ イ。
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第9章 結核補禮結合反磨ノ意義二封スル検討

結核補罷結合反鷹 ノ意義 ノ判定 二關 シテハ、 由

來観黙 ガ甚 ダ シク相違 シテ居 ル。或 ル者 ノ・、之

テ目 シテ診断 上最 モ有意義 デ アル ト認 ムル ニ反

シ、或 ル者 ノ・、非特異性反癒 ノ多 イモ ノデ、其

ノ結果 ハ容 易二 信葱 出來難 イ ト批判 スル ガ如

キ、 叉或 ル者ノ・、結核 二封 スル陽性傘 ノ極 メテ

多 イモ ノナ リ トスルニ反 シテ或 ル モ ノノ・、 極 メ

テ薄弱 デ問題 ニナ ラヌ ト既 シテ居 ル。斯 カル状

況 デ、 未 ダニ蹄 一 シター般的 ナ結論 ニノ・到達 シ

テ居 ナ イ。結核補膿 結合反慮 ノ批判 ガ斯 ク紛糾

錯雑 セル所 以 二就 テ考察 シテ見 ル ト、先 ヅ結核

補禮結 合反慮 ノ・徽毒 ノソレノ如 ク、簡軍 一ハ出

來難 イ。 早 イ話 ガ、徽毒 二於 テノ・、其 ノ抗元 ノ

如 キモ非特 異的 ナ物 質 ノ酒精 「エ キス」ノ如 キモ

ノニ ヨッテ、至極簡輩 二出來、斯 カル非特異的 ナ

抗元 テ使用 スルモ、 容 易二徽毒血清 二封 シテ反

慮 スル ガ、結核 ニ アツテハ、第1二 抗元 ノ製 出

二於 テ至極至難 デアル。極 メテ特異的 ノ本稼 ト

モ思 バ レル結核 菌膿 ソ ノモ ノテ抗 元 トシテ使用

スル モ、從 來 ノ術 式 二從 ヘ バ、決 シテ満足出來

ル結果 ハ得 ラレナ イ。其 ノ上結核 ノ・徽 毒 ノ如

久 感染 ノ機會 、経路 ナ ドノ・明確 デナ イ。 自然

感染 二因 ツテ殆 ド大 多撒 ハ不知不識 ノ間 二病 患

ガ進展 シテ來 ルモ ノデ ァルカ ラ、結 核罹 患 ノ有

無 テ判断 スル コ トノ・何 レノ方面 ヨリ行 フモ、甚

ダ容 易 デナ イ揚 合 ガ頗 ル多イ。此 ノ故 二結核 テ

輩 二臨鉢的 見界 一 ノミ固守 シテ ソレテ根檬 トシ

テ判 定 セ ン トスル者 ハ臨躰以上 二微妙 ナ診断手

技 上 二現 レタモ ノノ・、悉 ク目 シテ非特異的陽性

反慮 デアル ト看倣 スコ ト・ナルガ、 然 シ乍 ラ、

結核病 ハ其 ノ感染 ヨ リ所 謂臨 沐的結核 トシテ登

病 スル ニ至 ル迄 ニノ・、慢 性的 二至極、徐 々二病

状 ガ進行 スル。此 ノ間 二在 ツテ、千差萬態 ノ病

型、病歌 テナ シテ生膣 内 二幡居 スル。或 ノ・潜伏

歌 トナ リ、或 ノ・停 止駄 トナ リ、或 ノ・進行 性 デァ

ル コ トモ アル。而 シテ、是等各様 ノ歌態 ノ内、

所 謂結核前騒期攣 化(Praetuberkul6seVeran一

derung)二 於 ケル モ ノナ ドノ・、軍 二臨抹的活動

性結核 ト云 フ標準 カ ラ莫然 ト判断 テ下 セバ結核

デナ イ健康 者 デアル ト看倣 サ レル ガ、斯 クノ如

キ粗蕪極 マル結核診断 法 ハ、既 二登 見 ノ好 機 ト

云 フモ ノテ逸 睨 シタモ ノデ、眞 二徹底 シタル結

核 ノ診断法 ノ・、臨休所 見二現 レル前 階梯 ノ時期

二於 テ之 テ登 見 スル コ トデ アル。斯 カル診 断法

ノ完成 セ ラル ・コ トノ・誠 二結核病 ノ豫 防、撲滅、

治療 等 ノ上 二、甚大 ナル貢献 テ齎 スモ ノデ アル

コ トノ・謂 フマデモナ イ。此 ノ故 二、著者 ノ・日頃

カラ、結核病 ノ診断 法 二就 テノ・、臨抹 的現示性

活動性結核 ト生物學 的活動性結核 トノニ ッニ分

ケテ考 ヘル必 要 ガアル ト張調 スル所以 デアル。

云 フマデモナイ.前 者 ノ・普通一般的 ナ臨躰 上 ノ

手技、所 見等 ニ ヨツテ確 定 セ ラル ・範園 二屡 ス

ルモ ノデ、後 者ノ・臨躰 ノ範園 デノ・確定 出來 ヌ モ

ノテ意 味7.ル 。,,biologischackitiveTuber-

kulose"ト 唱 ヘル ト、 ソレノ・宛 モPirquet乃

至Mantoux氏 反 癒 ニ ヨル結 果 ト同一一ノモ ノデ

ァル ト解繹 ラ下 サ レルモ ノモ アラ ンガ,著 者 ノ

唱 ヘル生物學 的活動 性結核 ハ、決 シテ「ツベ ル ク

リン」反慮 ニ ヨル結果 トハ 同一意義 ノモ ノデノ・

ナ イ。Pirquet乃 至Mantoux氏 ノ反磨iノ類 ハ

1種 ノ皮 膚細胞組 織 二現 レ ルUmstimmungs

Reaktion二 外 ナラヌ モ ノデ、一度結核 菌 ノ侵襲

ラ蒙 リ、是 ト或 ル程 度 ノ組 織反慮 テ演 出 シタ経

歴 ノアルモ ノナ レバ必 ズ 現 ル 可 キ 反磨 デアッ

テ、 ソ レガ著 明 ナル病竈 テ作 ルニ至 ラザル場合

ニモ、或 ノ・現在 二於 テ何等 活動性結核病竈 ノ

存在 セザル治癒 シタ結核 二於 テ モ、一様 二陽性

テ示 シテ來 ル。 即 チ是等 ノ反磨 ハ現 在 二於 テ、

結 核病罹 患 ノ有無、或 ノ・活動性 ノ如何 ナ ドトハ

適確 ナ交 渉 ノ、ナ ィ。畢寛 、是等 ノ反慮 ハ、大 小

二拘 ラズ嘗 テ或 ハ現 在 二於 テ結核菌 ノ侵襲 テ受

ケタガ、其 ノ組織細胞 ガ封結 核戦 二打 チ勝 ツタ

或 ハ打 チ勝 チツ ・アル状態 デ アル ト云 フコ トテ

標示 スル マデ ノ反慮 デアル。 臨躰的 一モ生物學
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的 ニ モ、是等 ノ反磨 ノ・必 ズ シモ活動 性結核 ノミ

ニ反磨 スルモ ノデハナ イ
。臨脈的活動 性結核 ニ

テモ是等 ノ反癒 ガ陰性 デ アル コ トガ多 イ。 コ レ

ノ・其 ノ個髄 ガ封結核戦 二打 チ破 レツ ・アル状態

テ示 シテ居 ル。反封 二、臨休 的 ニモ生物學的 ニ

モ最早 非活動性 トナ リ、或 ノ・全 ク治癒 セルガ如

キ結核 二於 テ、殆 ド10Q%oノ 陽 性 テ示 ス。 從 テ

斯 カル反磨 ハ、臨休的 ニモ生物學的 ニモ活動性

結核 テ診断 スル目的 卜態 テノ・、殆 ド意義 テ1ヒメ

ナ イ ト云 フコ トノ・イ ト明 白 デアルニモ拘 ラズ、

近 時随所 二「ツベッレク リン」反慮 ガ硝 く濫用 ノ誘

テ免 レヌ程度迄 二實施 セ ラレテ居ル。其 ノ目的

ハ何 レニ アル カ、果 シテ ソレ程 二有意義 ノモノ

デアル ヤ否 ヤ著 者 ハ大 イニ怪 シム。成 ル程、「ッ

ベル ク リン」反慮 ガ陰性 ヨ リ陽性軸 化 テ現 シタ

場合 ノ・其 ノ期 間内 二於 テ、此 ノ者 ノ・、結核 菌 ノ侵

襲 テ受 ケタモ ノデアル ト云 フコ トテ判断 スル上

二於 テハ大禮 二於 テ誤 ノ・ナイコ トデ
、從 ツテ斯

カル者 二封 シテ、或 ル程度 ノ注 意 ト監視 テ スル

ト云 フ意味 ノ程度 ニハ多少 ノ意義 ガ アル。 ソレ

ヨ リモ、斯 カル反磨 テ濫用 スル コ トニ因 シテ起

ル害毒 ノ方 ガ惧ル可 キデアル ト思 フ.此 ノ問題

二關 シテノ・
、有馬頼 吉博士等 ガ極力強調 シテ世

ノ有識 者 ノ正 鵠 ナル批 判 二訴 ヘテ居 ラレルガ
、

余 八從耀 び翻 見童等 二封 シ残 「ヅ〈ごル クリ

ン」反態 テ濫 用 スル コ トニ因 ジテ、潜伏良性 ナル

結 核 ラ「モビ 旦ジー レン」シタル結果急速 二活動

性 トナサ シメ進 展悪化 シ、不幸 二陥 ラ シムルニ

到 レル ガ如 キ實例 テ時 々脛験 シテ居 ル。甚 グ愼

ム可 キコ トデ アル ト痛 感 シテ居ル
。事 ハ絵談 二

亙 ル ガ、 一寸述 べ テ置 ク.

前 述 スルガ如 ク、Pirquet乃 至Mantoux氏 等

ノ反慮 ノ・決 シテ生物學的 ニモ活動性結核 テ診断

スル方法 デノ・ナ ィ。唯斯 カル反癒 ノ陽性 ナルモ

ノノ・、結 核 二 封 ス ルbiologischesgewebes

Reaktionガ 陽 性 二現 レル ト云 フ意 味 二解 スル

ガ適切 デ、且 ツ ソレノ・正 當 デ アル。次 二近 時結

核 二封 スル診断 法 トシテX一線 ノ検査 ガ相 當 二論

議 ノ焦黙 ラナ シテ居ル。是等 ノ結果 ガ早期結核

診断 二封 シテ吾人 ノ眼 界、'団断力 ラ昏迷 ナ ラ シ

メ惹 イテ錯誤 ノ批判 ヲ下 スニ至 ル有力 ナ因子 テ

構成 シテ居 ル ト思 フ。甚 ク シイ場合 ノ・X一線 上 二

何物 テモ認 メヌ カラ結核 ガ無 イ ト云 ツタヤ ウナ

極端 ナ妄断 テ下 シ兼 ネナ ィ者 モ睾 ニノ・出 テ來 ナ

イ トモ限 ラヌ状勢 デ アル。.抑 くX=線 上 二陰騎 ト

シテ確然 ト現 レ窺知 シ得 ル程度 ノ・、其 ノ病理 解

剖學的攣化 ハ、i妙 タLモ 」嬰實太 以上 二達 シナケ

レ∠i不可能 デ アル。 ソレ以 下 ノ病憂 ハ、確實 二

分 ラナィ。結 核病憂 トシテ就 二櫻實大 以上 二達

ス レバ決 シテ其 ノ早期 デノ・ナ イ。寧 ロ病 期 ノ獲

見 トシテノ・遅 キニ失 シタモ ノデ アル。 シカ ノ ミ

ナ ラズ、X-一線 上 二現 ノ・ス結 核病愛 モ亦 千差 萬態

デ、假 令、X-一線 上 二陰騎 テ認 メ タ リトスルモ、

果 シテソ レノ・結核菌 二因ル特異的 ノモ ノデ アル

カ、治癒 シタモ ノカ、 序止 シタモ ノカ、非 活動

性 ノモ ノカ意義有 ル モノヵ無 キモ ノヵ、等 ノ判

定 ガ甚 ダ困難 ナ場合 ガ屡 く起 ツテ來 ル。又X一 線

二依 ル結 核 ノ診断 ノ殆 ド悉 クノ・
、肺臓 二於 ケル

病攣 テ意味 シテ居 ルガ、結核 ノ・人膣 ノ何 レノ場

所何 レノ臓 器 ニモ起 リ得 ル。肺臓 二著攣 ガ認 メ

ラ レズ トスル モ、身農随所 二多撒 二散 在 セル淋

巴腺等 ノ何 レカニ結核 ガ潜 居 シタ場合 二、X一線

デ肺臓 ノ ミテ検査 スル コ トニ依 ツテノ・、到底分

ル道理 ガナ イ。或 ノ・又、肺臓以外 ノ如何 ナル臓

器 二結核 ガ有 リ得 ナ イ トノ・限 ラ レナイ。

結 局、X一線診断 法 ナルモ ノノ・、結核早期嚢 見 ノ

目的 トシテノ・、尚 ホ甚 ダ物 足 リナ イ徹底 シナ イ

モノ ト謂 ノ・ネバナ ラヌ。X一線 ハ寧 ロ病型、病竈

ノ範園等 テー層 適確 二仔細 ニ スル補助 的操作 ト

シテ償値 テ認 メル。X線 二依 ッテ確定 セ ラル ・

ガ如 キ結核 ノ・・殆 ド悉 ク臨休的 ニモ精査 スレバ

分明 セ ラレルモ ノデ、其 ノ診断的 贋値 ノ・
、 臨休

ト殆 ド同程 度 デアル カ
、寧 ロ精細 二探究 セ ラレ

タ臨沐的所見 ノ方 ガ遙 二優 レテ居 ル ト思 フ
。

懸 ツテ尚 ホ他 二考慮 ス可 キコ トノ・、軍 二臨躰 上

トカX線 上 トカ唱 ヘルガ、各 實験 者 ノ技能 ノ巧

拙、探究 ノ精粗等 ニ ョツテ其 ノ判断 二隔段 ノ相

違 テ巷 キ起 スモノデ アル。其 ノ故 二是 等 ノ結果
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バー概 二論 討 シ難 イ。経験 ノ豊 ナ學殖 二富 ング

優 秀 ナ臨林家 ガ確實 二結核 デ アル ト断 言 スル場

合 二、 之 テ未熟幼稚 ナ臨躰家 デノ・皆 目見當 モ付

カヌ ト云 ツタヤ ウナ コ トガ 屡 く ア リ得 ル ト思

フ。 故 二臨鉢的 見地云 々 ト論討 セ ラレタ場合 ニ

モ之 テ行 ツタ當該臨 床馨家 ノ鼎 ノ輕重 二從 ツテ

其 ノ判 断 二意外 ナル隔 リ テ 生 ジ テ來 ル繹 トナ

ル。 甲馨 ガ目 シテ結核 ナ リトスル者 二、 乙署 ノ・

之 テ結核 ナ ラズ ト看倣 シタ場合、若 シK.K.-R

ノ如 キ反磨 ガ陽性 テ示 シタ トス レバ、 甲轡 ハ本

反慮 テ目 シテ鋭敏優良 ナル特異診断 デ アル ト賞

讃 スル ガ乙署 ノ・非特異反慮 テ起 ス場合 ガ アル カ

ラ容 易二眞債 テ 認 メル課 ニノ・行 ヵメ ト批議 ス

ル。一禮 自惚 ト「カサ」氣 ノ諺 、人間 二多少 トモ自

奪 心 テ持 タヌモ ノノ・ナ ィ。 自分 ノ診断 二封 シテ

ノ・、 自己 ノ粗笑 蕪雑 ナ臨休的所 見、手技 ト云 フ

コ トハ棚 二上 ゲテー 向念頭 二置 カズ、唯 々一途

二絶封 二 眞 ナルガ 如 クニ 妄信 シテ 居 ルモ ノデ

アル。弦 二於 テ カ誤 レル判断 ガ芽 生 エテ來 ル。

早期結 核 ノ診断 ガ オ座 ナ リ的 二、敲4テi聴 イ テ

オ イソレ ト明確 二分 ル底 ノモ ノデナ イ。其 ノ早

期 二於 テノ・之 ラ臨躰的 二結核 ナ リ ト診 断 スル方

モ結核 ナ ラズ ト唱 ヘル方 モ何 レニモ ソレ程確乎

トシタ信念 ト根・稼 テ有 シテ居ナ ィコ トガ多 イノ

デ、誰 ヵ鴉 ノ雌 雄 テ知 ラ ンヤ ト云 ツ タ駄態 デア

ル。著者 ノ・先 ヅ前提 トシテ、結核 テ早期 二診断

スル コ トノ・從 來 ノ如何 ナル手段 二縁 ルモ、甚 ダ

困難 デア リ、 且 ツ其 ノ困難 ナル コ トガ取 リモ直

サズ結核 ナルヤ否 ヤ ノ批判上 一 大 ナル 混衡L状

態 テ惹 キ起 サ シムルコ トニ與 ツテカ アル コ トテ

述 ベ タノデ ァルガ、次 二轄 ジ テ、 然 ラ バ 結核

テ早期 二 診断 ス ル 意味 一 於 テ、余 ノ推賞 スル

K.K.-Rガ 如何 ナル實験的根嫁 二基 イテ優 秀 ナ

リ ト論断 シタカニ就 テ柳 力検討 テ試 ミル。

本反慮 ノ・確 實 ナル肺結核症 二於 テノ・或 ル特別 ナ

ル場合(抗 艦産 生力 ノナキ歌態等)ノ 僅少激 テ除

ケバ、殆 ド100%ノ 陽 性卒 テ認 メル。 即 チ木反

慮 ノ、結核 二極 メ テ鋭敏 二反磨性 アル モノナルノ、

明 二立護 サ レタ。然 ラバ次 二起 ル問題 ハK.K.-R

ノ・健康人拉 二結核 以外 ノ疾患 二封 シテ非特異的

乃至類屡的 陽性反慮 テ示 サ"ル ヤ否 ヤ ト云 フ黙

ガ重大 ナル問題 デ アル。余 ハ從 來相當多激 ノ例

数 二就 テ長年 月間臨抹 的 二或 ノ・其 ノ他 ノ方法 一

ヨツテ仔 細 二観察 テ逡 ゲ、 且ツ長 日月間其 ノ状

態 ヲ監覗 シテ精 査 テ経 タガ、 眞 ノ健康人 一 封

シテ非特異性陽性 反慮 テ呈 シタ リ ト思惟 セラ レ

タル コ トノ、殆 ド詑 憶 二存 シナ イ。從 ツテ本反慮

ノ・健康人 二封 シテ非特翼的 陽性反 慮 テ呈 スル コ

トノ・極 メテ睾 ナル除外例 ノ・ア リ得 ル トスル モ、

先 ヅ殆 ド無 シ ト看倣 シ得 ル。更 二結核 以外 ノ疾

患 トシテ結核性抗元 ガ從來 ノ補膣結 合反慮 ノ術

式 ニ ヨル ト徽 毒血 清 二封 シテ多少 二拘 ラズ非特

異的 陽性反 慮 テ 示 ス モ ノ デ アル ガ、 余等 ノ

K.K.-R法 ニ ヨル補禮 結合反慮 ニテハ絶 封 二徽

毒性抗艦 トノ・反磨 シナ イ。此 ノ事 實ノ・多敷 ノ實

験例 テ基調 シテ川上氏、野村氏等 モ追試 上肯定

シテ居ル。敢 テ多撒 ノ徽毒血清 二就 テ實験 テ経

ル マデモナイ。S.T.菌 乾燥粉 末菌 テ徽 毒血清

二混加 シテ吸著實験 テ施 スモ、 吸著 前後 二於 ケ

ル血清 テヱ 氏反 慮抗元 ニ ヨツ テ 比較實験 テ経

べ 其 ノ溶血 阻 止 ノ程度 ハ寸毫 モ相 異 シナ イ。

即 チ乾燥菌 ニ ヨツ テノ・徽毒 性抗膿 ノ・全 ク除去 出

來 ナ イコ トノ・瞭 然 デ アル。或 ノ・又、川上氏 ノ行

ツター般徽 毒血清 二封 スルK.K.・Rノ 陽性傘

ガ、徽 毒 ノナ ィー般人 二行 ノ・レタ陽性卒 ヨ リモ

却 ツテ僅 少 デ アル ト云 フ 統計的事實 二 徴 スル

モ、K.K.-Rハ 徽 毒血清 二封 シ、全 ク反鷹 性 ナ

キモ ノナルノ・、頗 ル明白 デ疑 フ絵地 ガナ イ。

次 二問題 トナル類屈反慮 ノ・、癩 血清 デ アルガ、

此 ノモ ノノ・病原菌 自禮 ガ周知 ノ如 ク既 二雨者間

二於 テ甚 グ近似 ノ性質 テ帯 ビテ居 ル
。此 ノ雨者

間 二於 ケル類属的反慮 ラ血 清學的 二鑑 別 スル コ

トノ・現在 二於 テ不 可能 デ アリ、或 ノ・恐 ラク未來

永劫不可能 ナ ラ ン。 但 シ癩患者 ハ、 臨休上 二

於 テ甚 ダ窄 二 遭遇 スル モ ノデ、K.K.。Rガ 癩

血清 二 封 シテ 類屡的陽性 反慮 テ 現 ス ト云 フコ

トガ、K.K.-Rラ 臨沐 上 二慮用 スル ゴ トニ封 シ

テ、殆 ド大 シタ支 障 モ痛痒 モ感 ジナ ィ。 是 ガ問
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題 覗 サル ・ナ ラバ、當然徽 毒 ノヱ 氏反磨 ノ如 キ

モ同様 ノ蓮命 ニ アル可 キデアル。若 シK.K.-R

ガ全 ク結核 ノナキモ ノニ陽性 ヲ呈 ス トス レバ或

ル場合 ニノ・癩 ノ存在 二封 シテ多大 ノ疑 テ起 ス可

キデ アル。癩 以外 ノ疾 患 デ結核 テ合併 セザル者

ニノ・、K.K.。Rガ 陽性 テ呈 シタ リ ト思ノ・ル ・例

ノ・未 ダ遭遇 セヌ。寧 ロ諸種 ノ疾 患 二封 スル陽性

牽 ハ、 一般人 ノソレヨリモ遙 二低 イ ト云 フ鮎 カ

ラ察知 λルモ、他疾患 二封 シテ非特 異的陽性反

慮 テ呈 人ル コ トガナイ ト云 フ間接 的 ノ謹 明 ト看

倣 サ レル繹 デ アル。爾 ホ爾鹸 ノ疾患 ノ内、 「マ

ラリア」「ヂ フテ リア」等 ハ、或 ノ・多少類屡 的陽

性反慮 テ起 シ得 ル ト思 ノ・ルガ、余 ノ・直接経験 ガ

ナ ィ。假 令、是等 ノ疾患 二封 シテ少数 ノ類屡的

陽性 反癒 テ呈 スル トスル モ、是等 ノ疾患 ノ・他 二

著 明 ナル所 見 テ有 スル特定 的 ノ疾患 デアル カラ

臨休 上K・K.-Rテ 實 施 スル コ トニ封 シテ、大 シ

タ支障 ラ醸 ス筈 ガナ ィ。斯 カル コ トニ批議窟托

ラ訴 ヘル ナラバ徽毒 ノヱ氏反慮 モ ヤノ・リ同様 ノ

事情 ニア ラネバナ ラヌ.

次 二問題硯 セラル ・ノ、成 ル程■K.K.-R法 ニ ョ

ル補膿結合反慮ハ、活動性結核 二封 シテ優 秀 ナ

ル陽性卒 テ示 シ特異性著明 ナルガ、健康 者 ニハ

殆 ド非特異的陽性反慮 テ認 メナイ。或 ル特定 的

ノ2,3ノ 窄 二遭遇 スル疾 患 テ除 キ類属 的反慮 モ

示 サヌ ガ、治癒 シタ結核 二封 シテ陽性 ラ呈 スル

ニ非 ザルヤ ト云 フコ トデ アル
。此 ノ貼 二關 シテ

余 ノ・長歳 月仔細 二観察 シタル結果 ニ ヨル ト、病

患 ノ・治癒 二向 フニ連 レテ次第 二減弱 シテ途 二反

慮 ガ陰性 トナルモ ノデ、完 全 二病 患 ガ治癒 シタ

ル場合 ノ・間 モナ クK.K.-Rハ 陰 性 トナルノ・明 白

デ アル。更 二此 ノ事實 テ動物實験 ニ ョリ立謹 ス

ル ニ、家 兎二死滅結核菌 ノ大量 テ静脈道 ヨ リ注

射 スレバK・K.-R法 ニ ヨル補艦結合反癒 ガ陽性

テ呈 シテ來 ル。死滅結核菌 ノ移 入 テ 中止 スル

ト、次 第 二K.K.-Rガ 減 弱 シテ途 二2,3ケ 月 ノ

経 過中 二反鷹 ガ全 ク陰性 二至 ル。故 二完全 二治

癒 シタ結核 デ、紗 ク トモ膿液 内二抗元性物質 テ

移 行 セザ ル ガ如 キ状態 トナ レル者 デ斯 カル状態

ヨリ1～3ケ 月 テ経過 ス レバ完全 二K.K.・Rハ

陰性 テ示 スニ至 ルモ ノデ、本反鷹 ガ陽性 ヲ呈 ス

ル時ノ・、完全 二治癒 セザルモ ノカ、或 ノ・治癒 ノ

状態 テ呈 シテ ヨリ尚 ホ其 ノ期間 ノ淺 キモ ノナル

コ トガ分 ル。 又家 兎 二生結核菌 テ静脈道 ヨ リ接

種感染 セ シムル時ノ・、 莇 二殆 ド悉 ク1週 日目二

K.K.-Rノ ・100%陽 性 テ呈 スル コ トヨ リ考察 ス

ル モ、K.K.-R二 反 磨 スル 抗腿 ノ豫 想外 二早 ク

生禮 内二産生 セラル ・モ ノナル コ トモ分 明 セ ラ

レル。但 シ是 ノ・感 染脛路、 菌株 、菌量等 ノ相異

ニ ヨツテ多少 ノ相異 ノアル コ トノ・勿論 デアル。

次 二問題 トナルノ・、K.K.-R一 ヨル補鵠結合反

慮 ノ・、臨沐 上或 ノ・Xr線 ノ検査等 ノ結果 カラ推 シ

テ、健康者 ト思 ノ・ル ・者 二封 スル陽性卒 ガ少 シ

多過 ギルカ ラ本反慮 ノ、眞 ノ健康 者 二封 シテモ、

或 ル程 度非特異的陽性反磨 テ呈 スルニ非 ズ トノ

疑 義 テ抱 カ シムル黒占デ アル。川 上氏、野 村氏、

河本及本田氏等 ノ實験 ノ結 果 二糠 レバ,上 記 ノ

如 キ所謂健康者 二封 スル陽性卒 ・、、13%～20%

前 後 テ示 ス。尤 モ是等諸家 ノ行 ツタ實験 中 ノ所

謂健康 者ノ・、圭 トシテ肺結核 療養所 二勤務 セル

從 業員 デアル。元來、肺療 院 二勤務 スル從 業員

ハ、他所 ノ者 二比較 シテ結核 性疾 患 テ経過 シタ

或 ノ・現 二尚 ホ経過 シツ ・アル ト云 ツタ前科者或

ノ・経歴者 ガ多 イ ノミナラズ、斯 カル場所 二 日常

生 活 シ、絶 エズ開放性結核患者 二接燭 シツ ツア

ル。從 ツテ感染罹患 ノ機會 モ他所 二比 シ遙 二多

クナル コ トハ想像 二難 クナ ィ。故 二斯 カル特別

ナル條件 ノアル場所 以外 デ實験 テ経 レバ、 前記

ノ陽性傘 ハ絵程減 少 スル ノデノ・ナ カラカカ ト思

フ。假 リニ斯 ク ノ如 キ所謂健康者 ノ陽性率 ガ、

15%前 後 テ示 シタ リト"・・ルモ、 結 核感染、 罹

患、 自然治癒等 ノ現歌 、或 ハ病理解剖學 上 ノ統

計的観察 二明示 セ ラルル結果 等 カラ簡軍 二常識

的 二考察判断 テ下 スモ、決 シテ不 鄙合 ナ高卒 デ

ノ、ナ イ ノミナ ラズ、寧 ロ今少 シ高率 テ示 シタカ

ラ トテ何 ノ不思議 モナf。 唯臨鉢的 二或 ノ・X一線

上 二確定出來 ナ ィ以 上 二些細 ナ結核病愛 機轄 ノ

存在 スル コ トテ、微妙 二示 シテ來 ルカ ラ、其 ノ
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判 断 二錯誤 ラ惹 キ起 シテ來 ルニ過 ギナ イ。抗元

二抗 禮 テ吸著 セ シメタモ ノデ、他 二何物 テモ介

在 セザル補艦 結合反癒 ノ謂 ノ・バ「エキ ス」ト看倣

サル ・モ ノデ、若 シ夫 レガ陽性 テ呈 人ル モ ノ ト

ス レバ、假 令、 ソレノ・正常抗盟 二類 スル モ ノナ

ルニ セ ヨ、或 ノ・又、感染罹患 二因 ツテ登來 セル

抗 罷 ナ ルーセ ヨ、結核抗元 二封 スル抗禮 ノ存在

スル モノデ アル ト判断 セザル ラ得 ナ イ。 之 テ若

シ所謂 非特 異性反慮 ト認 ム トス レバ、從 來 ノ血

清學 上 ノ眞理 ガ通 用 シナ クナル。余 ハ既 二述 ベ

タガ、 吸著元使用量 トシテ溶血 阻止下最大量 ヨ

リ1/,・二至 ル間 デ、種 々 ナ ル 使川量 テ探 ツテ

K.K.-R=1施 行 スレバ、其 ノ結果 テ随 意 二攣動

セ シメ得 ル。吸著元量 テ阻IL下 最大 量 ノ1/6ト

スル時ノ・、臨躰的 二所謂 見 カケ上健康 者 二封 ス

ル陽性率 ノ・殆 ド零%二 近 クナル ガ、是 ト同時 二

確實 ナル結核 二封 スル 陽性率 モ約20%位 低 下 ジ

テ來 ル。若 シ所 謂臨躰上見 カケ上健康者 二封 スル

陽性率 ガ僅 少 デ、確 實 ナル結核 二封 スル陽性傘

ガソ レ程 二減 弱 シナ イ程 度 ノ反慮結 果 テ希望 セ

ン トス レバ、余 ノ實験 ノ結 果 カ ラ見 テ、使用吸

著元 量 テ阻IL下 最大量 ノ1/4二 探 レバ ヨイ。然

シ乍 ラ、余 ノ・結核 テ眞 一早期 二診断 スル目的 ニ

ノ・、臨鉢上見 カケノ健康者 二封 一ヘル陽性 傘 ガ15

%内 外 ハ是非 トモ示 スモ ノデナ ケレバナ ラヌ ト

思 フ。斯 カルモ ノコソ眞 二優秀 ナル方法 ト確 信

スル。 余 ノ實験上 ヨ リ得 タル推断 ガ果 シテ是 力

非 力、今後多撒 ノ實験者 ニ ョツテ鰭 テ確 立 セ ラ

ル ・問題 デ アル ガ、著者 ノ・既述 スルガ如 ク、本

著實 験 二使用 シタル ガ如 キ完全 二優 秀化 セ ラレ

タル吸著元 テ使用 シ、 且 ツ其 ノ抗元 量 テ最大 完

全 溶血量 ノ1/、テ探 リ、吸著時間 ラ重湯煎20分

時 トシテK.K.-Rヲ 行 ヘバ、所謂 臨鉢 上 ノ見 カ

ケノ健 康者 二封 スル陽性傘 ノ・極 メテ僅少 デ、 而

カモ確 實 ナル肺結核症 二於 テノ・殆 ド100%ノ 陽

性 ラ認 ムル。川上氏 野村氏、河 本及 本田氏等

ノ行 ヘ ル實験 ノ・、使 用 セル吸著元 ガ備 ホ充分完

全 ナ ル優 秀性 ヲ備 ヘ テ居 ラザ リシが爲 二、是等

所謂 健康 者 二封 スル陽性率 モ多少非特 異的 二檜

強 シタ惧 レガ在 リ得 タ ノデノ・ナ ィカ ト思 フ。或

ル者 ノ・云 フ、``結 核補禮結 合反鷹 ノ・結核 二封 シ

テ100%陽 性 ナ ラズ、 且 ツ健康者 二封 シテ多少

非特 異的反慮 テ惹 キ起 スガ故 二實際慮 用 ノ鮎 二

就 イテノ・尚 ホ疑義 テ抱 ク"ト 、成 ル程、眞 ノ理

想 カラ云 ヘバ、完 全 二結核 二100%陽 性 デ、眞

ノ健康者 ニノ・100%陰 性 ヲ希望 スルガ、元來、

血清免疫學的 ノ諸反 慮 二就 テ窺 ヒ見 ルモ、100%

陽 性 デ、100%陰 性 ト云 フ完全 二理 想 二合 シタ

維封的 ノモ ノノ・一 ツトシテ有 リ得 ナ ィ。 ワ セル

マ ≧氏徽毒反慮 二於 テ然 火 「ツベル ク リン」反

慮 二於 テ皆然 リデ アル。結核補艦結 合反癒 二於

テノ ミ理 想 テ要 求 λル コ トガ、聯 力酷 二過 ギタ

申 シ分 デ アラウ。K.K.-Rガ 確 實 ナル結核 二封

シテ100%陽 性 デナ イ ト云 フコ トテ批 議 スル

ノ・、 既 二大 ナル謬見 デ ァル。確 實 ナル結核 ノ場

合 ニテモ、其 ノ膿液 内二於 テ急速 二抗罷 ノ清失

シタル場合、或 ハ抗禮 ノ産 出能 力 二疲 懲 シタル

ガ如 キ状態 、或 ノ・検 出 シ得 ザル程度 ノ微量抗罷

等 ノ場 合ノ・、稀 二陰性 テ示 シ來 ルハ寧 ロ常然 デ

アツテ、 殊更 二論難 ス可 キ筈 デノ・ナ イ。又 健

康 者 二100%ノ 陰 性 ラ要求 スルガ、著者 ハ實験

ノ結果 カ ラ見 テ抄 ク トモ人類 二於 テノ・、眞 ノ健

康者 二封 シテK.K.・Rガ 法理 的 二考 フル モ、 非

特異的 陽性反慮 テ呈 スル理 由 モナ ク叉實際 二於

テモ殆 ドナイ ト認 メル。若 シ著 明 二起 リ得 ル ト

ス レバ、 ソ1ノノ・實験 上 ノ錯誤 力或 ノ・使用要 素乃

至 ノ・術式 上 二於 ケル鋏陥 ノ爲 ト思ノ・レル。更 一

大 イニ譲 歩 シテ眞 ノ健康人 二封 シテモ睾 二陽性

反慮 テ呈 スルモ ノ トスル モ、理論的 二云 ヘバ斯

カル モ ノノ・、正常抗禮 ト認 ムガ至當 デ、純然 タ

ル非特異 的反 慮 デノ・ナ ィ。假 令、 カ ・ル反慮 ガ

睾 ニア リ得 ル トスルモ、K.K.-Rテ 實 際 二癒 用

スル コ トニ封 シテ、苛酷 ナル筆詠 ラ加 ヘ ラル ル

程 ノ支障、痛痒 ノ・毫 モナ ィ。又K.K.-Rガ 陽性

二現 レタカ ラ ト云 ツテ、其 ノ悉 ク ノモ ノガ治療

テ要 スル活動 性結核 デハナf。 適 當 ナル治療 ヲ

必要 トスル カ、或 ノ・軍 二注意 ノ下 二観察 テ行 フ

ニlllメ ル カ等 ノ問題 二就 テハ、結 局聰 明 ナル臨
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躰 馨家 ノ理智 アル判断 二挨 ツ可 キモ ノデアル カ

ラ之4實 際 二鷹 用 スル モ,百 利有 ツテー害 ダニ

認 メヌ。次 二問題 トナルノ・、K.K.-R法 ノ・往 々

健 康家兎血清 二封 シテ陽性反慮 ラ呈 入ルコ トデ

アル。著者ノ・唯今迄、K.K.-R法 ガ健康 血清 二

封 シテ非特異的陽性 反慮 テ呈'入ル コ トノ・殆 ドナ

イ ト述 ベタガ是 ・・但 シ人血 清 二就 テ ノ實験結果

デ アツテ、從 ツテ其 ノ診 断的意義 二於 テモ、人

結核 二就 テ云 々 シテ居 ル。動物 血清特 二特登性

自然感染 子起 サヌ ヤウナ結核 二封 シテ頗 ル先天

的 二抵抗 ノ強 イモ ノデノ・人血清 ト血清學的 ニモ
　

相異 シタ黙 ノァ リ得 ル 想像 二 難 カ ラザル コ ト

デ、健康家兎 二封 シテK.K.-Rノ 結 果 ・・如何 二

現 レヤウガ、 ソ レノ・人結核 二於 ケルK.K.・Rノ

批判上 二殆 ド何等 ノ交渉 ラモ持 タナ ィガ、健康

家 兎血清 二封 シテK.K.-Rガ 陽 性 ラ呈 スルノ・、

如何 ナル機轄 二因 ツテ現 レル モ ノデァル カテ追

究 スルコ トノ、張 チ意義 ノナ イコ トトノ・思 ノ、レナ

イ。 此 ノ黙 二關 シテ實験 ノ結果 テ大膿 二述 ベ テ

見ル。

健康家 兎23例 中、K.・K.-R陽 性 ナルモノ3例 ア

リ。/吸 著 元使 用量阻止下最大量 ノ1/4「 ヘ モ リ

ジ ンー・使用量10軍 位、吸著時間重湯煎20分 時)

從 來 ノ術式 二依 リ、水溶性抗元 テ使 用 ス ル 時

ノ・、 陽性反癒 テ示 スモ ノ9例 デアル。K.K.-R

法 二陽性 テ示 ス家兎血清 ノ・悉 ク水溶性抗元 テ使

用 スル薩法 二陽性 テ示 スガ、奮法 ニ ノ ミ陽性 テ

示 シ、K.K-R陰 性 ノモ ノガ6例 アル。 此 ノ6

例 ハ、S.T.菌 乾 燥粉末 ニ ヨ ツ テ 吸著實験 テ施

スモ、其 ノ吸著前後 二於 ケル血 清 二就 テ、更 二

水溶性抗 元 テ使 用 シテ補結 反慮 ヲ試 ミル時ノ・、

溶血阻 止ノ程度即 チ陽性度 ガ同一程度 力或 ノ・寧

ロ吸著 チ施 シタ後 ノ上清血清 ノ方 ガ溶血 阻止 ノ

程 度 ガ多少大 デ アル。故 二是等6例 二於 ケル溶

血阻 止性物質 ノ・、吸著元 ニ ヨツテノ・全 ク除去出

來 ヌモ ノデ、換言 ス レバ眞正 ノ抗膿 デノ・ナクテ

家兎血清 内 二或 ル 特別 ナ化學 的物質(「 リボ イ

ドー類似 ノモ ノカ?)ガ 檜量 シ、此 ノ物 ト注加 セ

ラ レタル水溶性抗元 内'ノ或 ル物質 トガ亙 二蓄積

シタル結果 トシテ補龍非働 テ現 出 シテ來 ルモ ノ

デ、眞 ノ抗龍、抗元 間 二起 ル溶血阻 止 トノ・別 箇

ノモ ノト解繹 セ ラル。然 ルニK.K・-R二 陽 性 テ

呈 シタ3例 ・・、何 レモ吸著前 後 ノ血清 テ比 較 λ

ル ト、吸著後 ノモ ノノ・溶血 阻1ヒ ノ程度 ノ湛 ダ減

弱 スル カ、乃至 ノ・全 ク消失 ヘル黙 カラ見 テ、此

ノ物 ノ・、眞正 ノ抗禮 ト看 倣 ス可 キデアル。 是等

K.K-Rガ 陽 性 一■呈 スル3例 一封 シテR6mer

氏 反慮 テ行 ツタガ悉 ク陰性 デ、剖 見上 二於 テモ

別 二特異 ナ結核結節 モ認 メズ。又其他 ノ著攣 モ

ナ ィ。斯 クノ如 ク、眞實 二非結核性健康 家 兎血

清 二於 テ、K.・K.-Rガ 陽 性 テ呈 スル モ ノアルノ・

果 シテ何 テ意味 スル カ、實験 上 ノ結果 力 革云 ヘ

バ、夫 レノ・抗膿 二屡 スルモ ノデアルガ故 二之 テ

家 兎血清 内二往 々存在 スル結核 二封'ヘ ル正 常性

抗艦 ト認 ム可 キデ アラウ.而 シテ、家 兎 二於 テ

K.K.-R二 反慮 スル所 謂結核 一封 スル正 常性抗

禮 二類 ヘルモ ノガ アリ ト入レバ、人血 清 ノ内ニ

モ或 ノ・之 二類似 シタモ ノテ有 スル モノガ窄 ニノ・

有 リ得 ナ イ トノ・限 ラレナ イト云 フ疑鮎 ガ起 ツ テ

來 ル。著者 ノ從來 ノ實験 カ ラ見 テ、人 噸 青内 ニ

ノ・斯 カル正常性抗罷 ト思 ノ・ル ・モ ノハ殆 ド認 メ

得 ヌ。叉甚 ダ不思議 ナル事實 ・・、家 兎血清 二於

テK.K.-Rガ 陽 性=.F呈 スルモ ノノ・、悉 ク 「コ レ

ステ リン」加 牛心 「エ キス」テ抗元 トセル徽 毒反

慮 ガ陽性 テ示 スコ トデ アル。倫 ホK.K.-Rガ 陰

性 ノ血清 ニテモWassermann氏1文 慮 ノ ミガ陽

性 デ アル家兎ノ・往 々 アル。上記 ノ實験 ヨ リ見 テ

健康家兎血清 二往 々K.K.-Rガ 陽 性 テ呈 ス ・レガ

故 二之 テ人血 清 二慮 用 スル コ トニ封 シテ耳卯力躊

躇 々 レモ ノアリ1・/・レバ、Wassarmann氏 反

慮 テ人 血清 二磨 用 シテ括 トシテ何等 ノ疑念 子起

サ ・"ルノ、、 抑 ヒ何 ノ故 ゾヤ ト糺 問 シ度 イ。 家

兎血清 ノ ミナ ラズ動物界特 二馬血 清ノ・、K.K.-R

屡 ζ陽性 テ呈 スル。 是等 ノ黙 ヨ リ考察 シテ、或

ノ・動物界 一 アリテ特 二結 核 二封 シテ 自然感染 ノ

起 ラナィ或 ノ、殆 ド起 ラナ ィ種届 ノ内ニハ、往 々

先 天的 二結核 二封 スル正常性補膿結合性抗禮 テ

意外 二多量 二有 スルモ ノガアル ト思 ノ・レル。又
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斯 カルモ ノ程結核 二封 シテ先天的 二抵抗 ガ強 イ

ノデアルカモ知 レナ イ。

次 二最後 二 今一一ツ ノ問題 ノ・、Mantoux氏 反 慮

陰性 デ健康 ト思ハ ル ・人 血清 二於 テ、K.K.-R

ガ 陽 性 テ示 スコ トデ ァル。

著 者ノ・斯 カル血清6例 テ實験 シタガ、 内1例 陽

性 デアツ タ。川 上氏 ノ・12例 ノ内2例 ノ 陽性 テ

報 ジテ居 ル。然 シ此 ノ陽性 二反慮 スル物 質 ノ・血

清 内 二抗禮 以外 ノ或 ル特別 ナ物質 ガ檜 量 シテ起

ル モ ノデノ・ナ ク、吸著可能 ナル眞正 ノ抗燈 デ ア

ルコ トハ實験 上明 カデ アル。元 來結核 二封 スル

Mantoux氏 反 慮 ナル モ 〃 ・、動物 二於 ルR6mer

氏 反 慮 二其 ノ端 テ議 シテ居 ル。果 シテ人膿 二於

ケルMantoux氏 反 慮 ナルモ ノハ、結核罹患 ノ

有無 テ適確 二標 識 セ シムルモ ノデ、 亟反慮 ガ陰

性 ナ ラバ、必 ズ 結核 ガナイ ト云 フゴ トガ 絶封

二間違 ヒ ノナキ コ トナ レバK.K.-Rノ ・稀 レ ー

Mantoux氏 反 慮陰性 デ健康者 ト思 ノ・ルル モ ノ

ニ陽性 テ呈 久ルハ、非特異性反鷹 デノ・ナィガ、

人類 ノ血 清 ニモ稀 二家兎 二存在 スルガ如 キ、結

核 二封 スル正常性 補禮結合抗膿 ガ存 在 スルモ ノ

デ アル ト云 フコ トテ明 ヵ二示 シテ居 ル コ ト・ナ

ルガ、 抑k人 龍 二於 ケルMantoux氏 反 慮 ノ

意義 二就 テモ、 ソ レ程凡 ベテガ 明確 デナ ィ。

Mantoux陰 性 デ健康 ナ リ ト思 ノ・レタ者 テ 直 チ

ニ多数 二亙 ツテ剖 見 シタ實験 モ ナィ。確實 二結

核 デ アルガ、本反慮 ガ陰性 デアル コ トガ甚 ダ多

イ。從 ツテMantoux氏 反 磨陰性 ナル モ ノ必 ズ

シモ結核 ノ存在 テ否定 出來 ヌガ勿論 デアル。 只

此塵 二不思議 ナルハMantoux氏 反 鷹陰性 デ健

康 ナ リ ト思惟 セ ラル ・モノニ於 ケルK.K.-Rノ

陽 性率 ノ・、Mantoux陽 性 デ健康 ナ リ ト認 メ ラ

ル ・者 二於 ケル 陽性率 ト大差 ノナィ コ トデ ア

ル。此 ノ鮎 ヨリ推考 テ加ヘ レバ、成人 二達 シテ

尚 ホ且 ツMantoux氏 反 磨陰性 ナルガ如 キ健康

人 ノ内ニノ・、筆 二結核 二封 スル正 常性抗 禮 ニー

致 スルモ ノテ存在 スル コ トガ アリ得 ル ノカモ知

シヌガ、 余 ノ多数 二 行 ツ タ 實験 ヨ リ 見テ、

MantOUX氏 反 鷹陽性 ナル モ 眞 ノ健康者 デァル

モ ノニ封 シテノ・、斯 カル正常性抗禮 二類 スル物

ノ存 スル コ トテ殆 ド認 メ得 ナ イ。何 レニ セ ヨ、

成人 二達 シテMantaux氏 反 慮陰 性 ナルガ如 キ

健康者 ノ・、蓼 々 トシテ求 ムル ー 至難 ト云 ツテ

ヨイ位 デ アル カ ラ、此 ノ 内 ノ或 ルモ ノニ 窄 二

K.K.-Rガ 陽 性 テ示 スコ トア リ トスルモ、 之 テ

實際 二慮 用 シテ格 別 ノ痛痒 テ殆 ド感 ジナ イ。 只

斯 カル結 果 ガ、 如何 ナル理 由 二因 ツテ生 ズルカ

ト云 フコ トテ吟味、探究 スル黙 二於 テ興味 テ感

ズル ニ過 ギヌ。 故 二著者 ノ・只目下 ノ庭 、 暫 ク

斯 クノ如 キ事實 ノアル コ トテ有 膿 二記載 シテ置
の

クニILメ ル。 成人 ニ シテMantoux氏 反 慮陰性

ナル所謂健康人 ガ、果 シテ結核 二封 シテ抵抗 力

ノ強 イモ ノカ弱 イモ ノカ又Mantoux氏 反 慮 陰

性 デK.K.-R反 慮 ガ陽性 デ アル所 謂健康人 ガ結

核 二封 シテ果 シテ如何 ナル抵 抗性 ラ示 スモ ノデ

アル ヵ ト云 フ問題 二封 シテノ・今後長年 月 ノ實験

テ要 スル。

以上、結核補結反慮 ノ批 判 二就 テ検討 テ試 ミタ

ガ、之 テ要 スルニ、余 等 ノS.T.菌 乾 燥粉 末 一;.

依 ル所 謂K.K.-R法 結 核 補結反慮 ノ・、結核 二封

スル陽性傘 二於 テ從來 ノ術 式 二檬 リ如何 二優 秀

ナ ル抗元 テ以 テ行 ヒテ得 タル結果 ヨ リモ爾 ホ遙

二優 レタモ ノデァル
。極 ク窄 ナル例 外ノ・ア リ得

ルナ ラ ンモ、甚 ダ著 明 ナル結核特異性 テ示 スモ

ノデ、之 テ結核、就 中、其 ノ早期診断 上 ノ1方

法 トシテ利用 入ル コ トニ依 ツ テ蓋 シ稗 盆 スル コ

トi妙カラズ ト確信 スル。 何人 ト難 モ、 眞摯 二本

法 テ行 ヒ、 且 ツ其 ノ技術 二熟 達 シ、必要 一 シテ

充分 ナル注意 テ以 テ望 マバ其 ノ結果 ノ批判 二封

シテノ・恐 ラク略 ≧著者 ノ云 フ塵 ト合致 スル筈 グ

ト思惟 スル。若 シ、其 ノ批 判上 二非常 ナル逞 庭

アリ トス レバ、恐 ラク實験 者 ノ技術 上 ノ錯 誤 一

基 クモ ノカ或 ノ、結核病 ナルモ ノニ封 シテ ノ判断

二於 テ既 二誤 ノル認識乃 至 ハ認識不 足 ノ貼 ガ ア

ル爲 力、或 ノ・殊更 二誹 誘 セ ンがタメ ノ誹誘 二因

ルモ ノデ、然 ラザ レバ何人 ト錐 モ本法 テ結核診

断 法 トシテ實施 スルコ トニ封 シテ吝 ナ ラヌ コ ト

ナ リ トノ所存 ラ弦 二披 渥 シテ置 ク。



第8號 】 鴻上=結 核補髄結合反磨補遣 1049
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S.T.菌 乾 燥粉 末 二因 ルK.K.-R補 禮 結合反磨

二關 スル補 遺實験 二就 テ、其 ノ要鮎家 ノ如 シ。

(1)K.K-R反 慮 ハ、結核診断 上、極 メテ優秀

ナル成績 テ示 スモ、其 ノ結 果 ノ優秀性 テ支配 ス

ル重要黙 ハ、 圭 トシテ懸 ツテ吸著元 ニ アル。此

ノ意味 デ、 吸著元 ノ吟 味、精製 ガ最 モ肝要 ノ事

項 二屡 なル。 吸著 元 テ生理的食盤 水 デ浮游液 ト

シタル場合、其 ノ液 中 二自家抑制性物質 ヲ全 ク

移行 セザ ルカ、或 ハ甚 ダ 僅微 ナモ ノナ ラザ レ

バ、其 ノ結果 ハ信頼 出來 ヌ。 是等 ノ理 由 ノ詳細

ハ本論 中 二明示 シタ。

(2)乾 熱135。C～1500C二 於 テ 乾燥 テ 経 タル吸

著 元 ハ、徽 毒 二封 シテ非特 異的陽性 反慮 テ全 ク

示 サヌガ、結核 二封 スル特異抗元性能 力 ノ減殺

ノ・全 ク認 メズ、最 モ優 秀 ナル成績 テ上 ゲ得 ル吸

著 元 デ アル。一旦乾熱 乾燥 シタル吸著元 テ、 生

理的 食盤水 一テ浮液 トナ ス時 ハ、其 ノ溶液 内 二

自家抑制性物質 テ移行 シテ來 ル。此 ノモ ノハ、

100℃30'漁 熱 加温 二依 ツテ其 ノ自家抑制性性

能 テ大 イニ減弱乃至全 ク消失 スル。 即 チ易熱性

デ アル。加熱 二依 ツテー旦消失 シタル自家抑制

性 能 ノ・、室温 二放 置 スルコ トニ ヨツテ、徐 々 邑

再現 シテ來 ル。即 チ可逆 的 デアル。抗元 二撒 同

加熱乾燥 テ施 シ、其 ノ都度生理 的食 盤水或 ノ・鰹

水 ニテ俘液 トナ シ、 浸出 テ繰 リ返 シ行 フ時ノ・,

菌 艦 ヨリ食盤水 二移行 スル物質 ノ・徐 々 二殆 ド悉

ク除去 セ ラル。斯 カル操作 テ繰 リ返 シテ得 タル

乾燥 菌粉 末 へ 殆 ド常 二其 ノ溶∬皿阻 止下最大量

ノ・1mg二 相 當 スル。斯 カル状態 ニアル乾燥粉 末

菌 ハ、各 方面 ヨリ實験考察 シタル結果、最 モ優

レタル性能 チ有 スル吸著 元 デアル。吸著元 ノ自

家抑 制度 ト吸著元 的能 力 トノ・比例 シテ増減 シナ

イデ践 行的 デ アル。 自家抑制 ノ檜 強 ノ程度 ヨ リ

モ吸著元的性能 ノ檜加 ハ遙 二鈍 劣 デアル。此 ノ

故 二自家抑 制 ノ強 イ吸著元 ノ・使 用 二不適 デア

ノレo

(3)S.T.菌 テ乾熱 加熱 乾燥 スル場合 二抗元性

論

ト自家抑制 ノ間 二於 ケル關係 一 就 テ 略述 ス レ

バ、乾熱100℃ 以 下 ニ テ乾燥 セル場 合ノ・、抗 元

性 ノ・良好 ナルモ、徽毒血清 二封 シテノ・尚 ホ多少

二拘 ラズ非特異的陽性反慮 テ現 シ、 自家抑 制 度

ノ・頗 ル張 イ。100℃ ～1350C二 於 テノ・徽・毒二封 ス

ル非特異的 陽性反慮 テ全 ク除去,ヘル斗得、且'ソ

其 ノ抗元性 ノ・優秀 デアル。 自家抑 制 モ次 第二減

ズルガ 爾 ホ 相當 二彊 イ。135℃ ～150。C二 於 テ

ノ・、 自家抑制 モ次第 二減弱 シ、徽 毒 二封 シテモ

非特異反 慮 がナ ィ。抗元性 モ依然 トシテ優秀 デ

アル。150。C以 上 二上昇 セ シムル ト、 自家抑制

モ次 第 二減弱 スル ガ、同時 二抗元性 モ減弱 スル。

200℃ デハ其 ノ抗 元性能 力ノ・約1/,二 減 ズル。

2200C二 於 テノ・自家抑制 モ全 ク認 メ ラレヌが、

特異抗元性 モ全 ク消失 シ炭 末 ト更 二愛 ル塵 ガナ

{。 以上 ノ實験 ノ結果 ヵ ラ綜合 シテ吸著元 ラ得

ル最適温 ノ・135℃ ～1500Cノ 間 デアル。

(4)K.K.-Rニ ヨル補結反慮 ニテノ・、適切 ナル

吸著元使用量ノ・、溶血 阻止下最大量 ノ1/・～1ん

デアル。 吸著元 テ完全最大溶血 量 ヨ リ1/、二至

ル間 ノ量 二於 テノ・、確實 ナ ル結核 性疾 患 二封 ス

ル陽性率ノ・殆 ド差等 テ認 メ ヌ.但 シ陽性度 二於

テノ・減弱 シテ來 ル。 臨躰 的或 ノ・X一線 ノ検査 ノ

結果 ニ ヨル所謂健康者 二封 入ル陽性率 ノ・吸著元

ノ完全溶 血最大量 テ使 用 シタ・レ場合 二於 テ約20

%テ 示 シ、1ん 量 デハ約15%、1/、 量 デノ・7～5%

テ示 シ、1/6量 デノ・僅 カニ1～2タ6ト ナル。更 二

1/・量 デノ・殆 ド零%ト ナル。醗 ツ テ確實 ナ ル 肺

結核 症 二就 イテ其 ノ陽性率 ヲ窺 フー、完全溶血

最大 量 ヨ リ1/4量 二到 ルマ デニ於 テハ約10096二

近 イ。1/・量 デ・・約80%、1/、 量 ニ テ ハ 約45%

二低 下 シテ來 ル
。

上記 ノ如 キ實験的結果 ヨ リ見 テ所謂健康 者 二封

スル陽性傘 ガ、臨抹 上或 ノ・X一線 上 ノ検査 ノ結

果 ト成 ル可 ク近似 シ、而 カモ確實 ナル結核 二封

.ス ル 陽性傘 ノ低下 セザ ・し程 度 テ希望 スルナ ラ

バ、吸著元 ノ使用量 ラ溶血阻 止下最大 量 ノ1β～
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1/
4号 テ探 ルガ最 モ 適切 デ アル ト認 メタ。是 ノ・

但 シ臨躰上或 ノ・X一線 上 ノ所 見 テ奪 重 シテ所 謂

此 ノケ面 ヨリ健康 者 ト看 倣 サル ・モ ノニ封 スル

陽性傘 テ低下 セ シメ、成 ル可 ク之 二合適 スルヤ

ウ迎 合 シタ査定 デアル。而 シ乍 ラ、著者 ノ・眞實

二於 テノ・、結核早期診断 ノ眞 意義 テ徹 底 セ シム

ル ニへ 所謂 見 ヵ ケノ健康者 二封 スル陽性率 ノ

相常 二大 ナル モノテ選 ブガ至當 デ アルト思 フ。結

核罹 患、感染、治癒等 ノ現歌或 ノ・其 ノ病 理解剖

學 的研索 ノ結 果等 ヨリ推 シテ、軍 二常識 的 二判

断 スルモ、所謂健康者 二封 スル陽性傘 ガ、15～

20%テ 示 スコ トが寧 ロ當然 デ、決 シテ不都合 デ

モ不思議 デモ 石合理 デモナ イ。K.K,-R法 二依

ル結核補膿結合反 感ハ、或 ハ ソレニ稀有 ナル例

外 ガア リ得ル ナ ランモ、 眞正 ノ健康者 二封 シテ

所謂 非特異性 陽性 テ呈 スル コ トノ・殆 ドナ イト思

フ.萬 一斯 カル モ ノニ若 シ陽性 テ呈 スル トス レ

バ、 ソ レハ所謂結核 二封 スル正常補膿結 合性抗

磯 デ アル ト理論的 ニモ將 又實験 的 ニモ認 メナケ

レバナ ラヌ。 或 ノ・又、 稀 レニ臨 休 ヒニ 遭遇 ス

ル或 ル特定的 ノ疾患、癩 ノ如 キテ除外 ス レバ、

著者 ノ實験 セル範園 デノ・、結核 以外 ノ疾患 二所

謂非特異的陽性反磨 テ認 ムル コ トハナ イ。

(5)K.K.-R補 膿 結合反慮 二於 テノ・徽 毒血清 二

封 シテ非特異性 陽性反慮 ラ示 スコ トガ 全 クナ

f。S.T.菌 乾燥 粉末 ヲ 長 日月室 内二 開放 ノ儘

放 置 シ、甚 グ シク漏 閏 トナ レルカ、或 ハ之 テ生

理的 食験 水 ニテ俘液 トナ シ、時 々濃熱100。C一

加熱 セ シメ約1ク 月…及 ベル モ ノノ・徐 々 二徽 毒

二封 スル反癒性機能 テ 復活 シテ來 ル。 叉S.T.

菌 乾 燥粉 末 テ純 「エチー ル」酒精 デ 浸出 スル 時

ノ・、抽 出液 ノ・美麗 ナ ル概黄色 テ呈 シ、徽毒 二封

シテ多少 トモ反慮 スル成分 ラ認 メルガ、此 ノ物

ノ、、結核 二封 シテノ、殆 ド特異 性ラ認 メナ イ。又

此 ノ酒精 浸出 「エ キス」ハ、強度 ノ自家抑制作用

テ示 スガ、此 ノモ ノノ・生理的食臨水或 ノ・鯉水 ニ

ヨ リ浸 出 セ ラル ・物質 トノ・相異 シテ耐熱性 デァ

ノレo

(6)被 検 血清 ノ・560C30!加 熱 非動性 トナ シ、之

の

ラー叢夜氷室 二貯藏 シタル モ ノラ使 用 スル ガ最

モ適切 デアル ト思 フ。 血清量 ノ・大膿原 血清0.5

～1.Occガ 適 量 デ アル。加熱 非働 血清 ノ・総 ジテ

非働 直後 ヨリー定期 間ノ・、 其 ノー一定量 以上 二介

在 スル つ トニ因 ツテ溶 血系統 ニ ア リテノ・溶 血催

進 性 テ示 シ、菌膣性抗元 二封 シテ ・・、 之 二封 シ

テ非特異的補膿 結合 ノ作用 テ阻 止 スル性能 テ現

スモ ノデ アル。故 二、完全 二優 秀化 セラ レタル

吸著元 テ以 テ實験 テ 行 ヘルモ ノノ・、 之 チ遠 心

後、其 ノ沈澱 二就 テK.K.-Rテ 直 二 實施 ス レ

バ、其 ノ陽性傘 ノ・確 實 ナル結核 血清 二於 テ頗 ル

減弱 シテ來 ル。是 ノ・残存 セル 血清成分 ガ 術 ホ

ー定景以 上 二達 シ居 ル ガ爲 二其 ノ影響 テ 蒙 リ

タル結果 一外 ナ ラヌ。故 二斯 カル完全 二優 秀 ナ

ル吸著元 ラ使用 シタル場合 ノ・、 介在 セル血 清成

分 テ完全 二除去 スル爲 二、1同 遠心後更 二其 ノ

沈澱吸著元 二食盤水 ラ注加 シ、遠 心 テ繰 リ返 ス

必要 ガ アル。斯 ク 入レバ、結核 ニノ・極 メテ優秀

ナル成績 テ示 シ所謂健康者 ニノ・陰性 デ アル。或

ノ・又,吸 著 ノ際 二豫 メ吸著元 量 テ其 ノ使用量 ノ

2倍 二探 リ、1同 遠心後其 ノ沈 澱吸著元 二食盤

水 テ加へ、其 ノ1牛 ヲ取 リ去 リ テ 實験 テ行 ヘ

バド 介在 一ヘル血清量 ガ或 ル範 園以下 トナ ルカラ

血 清 ノ影響 テ蒙 ラズ結果 ノ・優 秀 デ アル。不完全

ニ シテ且 ツ不 良 ナル 吸牧元 子 使用 シタル 場合

ノ、、是等 ノ關係 ノ、又甚 ダ シク相違 シテ來 ル。其

ノ詳細 ハ本論 二明記 シテアル。要 スルニ斯 ヵル

複 雑 セル現 象 テ惹 スニ至 ル理 由 ノ圭 ナル鮎 ノ・加

熱 非働 性血清 ノ比 較的 新鮮 ナ ルモ ノノ・其 ノー定

量以 上 二於 テ、菌 膿牲吸著元 ノ有 スル 自家抑 制

テ減弱 セ シ ム ル 作 用 アル コ ト ・、 乾燥菌 自膿

ガ、溶液 中 二析 出移行 セ シムル 自家抑制性物 質

ノ有無強弱等 二差 異 アル ガ爲 デアル。故 二斯 カ

ル複雑 ニ シテ濟度 シ難 ク安定性 ノ結果 ラ得難 キ

不完全 ナル吸著元 ノ・使 用 スベ キ デナ イ。

(7)「 ヘ モ リジン」溶血 彼500倍 稀 繹以 下 ノモノハ

結果 ノ・明確 二現 レヌ惧 レガ アツテ不適當 デ アル。

500倍 ～1000倍 二至 ル モ ノハ、其 ノ5軍 位 テ使

用jll:トナ シ、 ソレヨリ1000倍 稀 繹 ラ檜 ス毎 二、
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約2軍 位牛 ノ割合 二比例 シテ、 「ヘモ リジン」ノ

使用量 テ檜強 スレバ、如何 ナル償ニ アル 「ヘモ

リジン」二於 テモ結果 ノ・同檬 デアル。

(8)溶 血 性補禮 トシテノ・,海 狸血清 テ探 ルガ、

老熟 ノ極 二達 シタルモ ノヨ リモ、比較的幼若 ナ

ル モ ノ(200～300瓦)ノ 方 ガ良 イ。補膿血清ノ・探

血 シテ試験完 了マ デー3時 間以 内二使 ヒ果 ス可

キデ アル。 ソレ以上 二 實験 ノ遷延 シタル場合

ノ・、各1時 間 テ延長 スル毎 二、補罷稀繹 テ約1

倍 グケ減 ズル。探血後10時 間以 上テ経 タル補禮

ノ・使用 セ ヌガヨイ。

(9)吸 著 二要 スル時 間ノ・37。C重 湯煎20分 時 ト

スル モ、45分 時 トナスモ、確 實 ナル結核 二封 ス

ル陽性卒 ニノ・殆 ド差異 テ認 メヌ。20分 時 一テ

ハ、45分 時 二比較 シテ 所謂健康者 二封 スル疑

問反磨 ノ・著 シク減 少 シ、其 ノ結果 ガ 明確 デア

ル。故 二軍 二診断 ノ目的 トシテ、重湯煎20分

時 ノ吸著 ガ適切 デ アル ト思 フ。

(10)從 來 ノ術式 二依 ル補罷結合反磨 ノ・假令、如

何 二優 秀ナル抗元 テ使用 スルモ,K.K.-R法 一

依 ル モ ノヨリモ遙 二低劣 デ アル。其 ノ理 由 ノ圭

ナルモ ノハ、從來 ノ術 式 一テノ・、試験 管内 二介

在 スル血清量 ガ或 ル量以上 二達 スル ガ爲二、第

1次 系 二於 ケル補膿 ノ轄 向 テ阻 止 スル作用 テ登

揮 シテ來 ル爲 卜、(此 ノ現象ノ・特 二 菌禮性抗元

二著 明 デ純然 タル水溶性 ノ抗元 デハ大 シテ現 レ

ヌ)、K・K.-R法 ニ テハ豫 メ菌膿性抗元 二封 シテ

抗膿 テ感作 セルモ ノナル ガ故 二、第2次 系 テ注

加 シタル際 へ 往 々登來 セン トスル補膿 ノ再剥

離現象 テ容 易二惹 キ起 サナ ィ、蛇 二K.K.-Rニ

テ ノ・、比較的大量 ノ被検血清 テ使用 シ、此 ノ内

二存在 スル抗膿 テ吸著元 二集積 シテ反磨 ラ行 フ

ガ爲 ナ ドデァル。K.K.-R法 テ以 テス レバ、軍

二余等 ノS .T.菌 二依 ラズ トモ、典型的結核菌

株 ノ如何 ナルモ ノテ探 ルモ、其 ノ間 二於 テ吸著

元 性能 、 自家抑 制度等 二於 テ多少 ノ異動 テ認 ム

ルモ、 凡 テ使用可能 デ アル。憂異 シタル結核菌

株 デハ、抗酸性 ノモ ノノ・非抗 酸 性ノモ ノ_比 シ

テ吸著元 ノ性能 ガ強 イ。 非抗酸性 ノ内デハ桿状

テナセル モ ノハ、球菌封犬穎粒 状、蔓球菌状、 四

連球菌状等 テナ セル モ ノヨリモ、一般 二吸著元

的性能 ガ強 イ。結核菌株 ノ毒 力 ト吸著元性能 ノ

間 ニノ・大 シタ關係 テ認 メヌ。

(11)結 核補 艦結合反慮 ノ主眼 トスル塵 ノ・、其 ノ

診 断的債値 ナル ガ故 二陽性 度 テ仔細 二隔分 スル

ト云 フノ・無意義 ノ手撒 デ、術式 トシテ支障 ノ生

ゼザル限 リ簡 軍ナルモ ノテ推 賞 シタ イ。著 者ハ

本論 中 二明示 セル ガ如 キ簡 軍 ナ ル 方法 ニヨツ

テ、極 メテ明瞭 二優秀 ナル成績 テ得 タ。

(12)健 康 家 兎血清 二於 テノ、、K.K.-R反 慮 ガ往

々陽性 テ呈 スル。斯 カル血清 ノ・、又悉 ク 「コ レ

ステ リン」加中心 「エキ ス」二 依 ル徽 毒 ノWas-

sermann氏 反慮 ガ陽性 テ示 ス。從來 ノ術式 ニ

ヨリ水溶性抗元、例 ヘバ余等 ノSqualo-Tuber-

kulinノ 如 キモ ノテ使 用 スル時ノ・、健康家 兎血

清 二於 ケル 非特異性陽性反鷹 ノ率ノ・、K.K.-R

法 二依ルモ ノニ比較 シテ更 一多籔 テ示 ス。而 シ

テK・K・-R法 二陰性 デ水溶 性抗 元 二依 ル從來 ノ

補膿結合反慮 二陽性 ラ呈 スル モ ノノ・、乾燥 菌粉

末 二依 リ吸著 スルモ、其 ノ上清血 清 内 ノ示 ス溶

血阻 止 ノ程 度ノ・、吸著前血 清 ノ示 スモ ノ ト何等

ノ相異 テ認 ノヌ。 帥 チ、此 ノ物 ノ・特異吸著元 ニ

ヨツテ毫末 モ吸著 除去 セラ レザル非特 異性物 質

デ、家 兎血 清 内二或 ル化學 的物質 ノ増 量 セルガ

爲 二登來 スル非特異性補膿非働 二過 ギナ イ。之

二反 シテ
、K.K.-R法 二陽性 テ呈 スル モ ノノ・、

悉 ク吸著 二依 ツテ減弱乃至消失 二至ル モ ノデ ア

ルカ ラ、 此 ノ物 ノ・家 兎血清 内 二存 スル結核 二封

スル正 常補 膿結合性抗艦 ト認 ムル ガ學理 的 二至

當 デ アツテ、所謂純然 タル非特異 性陽性 二屡 ス

ル モ ノアノ、ナイ ト思 フ.健 康人血清 二於 テノ・
、

健康家 兎二認 ムルガ如 キ結核 二封 スル正常抗 膿

ノ如 キモ ノノ、殆 ド認 メ ラ レヌ。

(13)最 後 二K.K.。R法 二依 ル補禮結合反慮 ノ優

秀 ナル鮎 二就 テ簡軍 二云 ヘバ、

(i)結 核 特 二早期結核 二封 スル陽性率 ノ高 イコ

ト、眞 二活動性結核 ナキ健康者 ニノ・殆 ド陽性反

磨 テ認 メズ。
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〈ii)徽毒 二封 スル非特異的陽性反慮 テ全 ク除去

シ得 ル コ ト。

(iii)血清成分 ノ介在 スル コ トニヨツテ登來 スル

從來 ノ補艦結合反慮 ノ弊 害 ラ悉 クー掃 シ得 ル コ

ト等 デアル。(昭 和13年6月23日 了稿)

立 献

1)鴻 上慶治郎及共同作業者,結 核.第14卷.第1

號.昭 和11年.2)廣 田剛,結 核.第15卷.第

2號.昭 和12年.3)俵 英夫,結 核.第15卷.

第7號.昭 和12年.4)河 本徹夫及市山晴子,

結 核.第16卷.第1號.昭 和13年.5)川 上三景,

昭和12年 及13年.日 本結核病學會公演.6)野

村 勇吉,日 本結核病學會公演.昭 和13年.

7)鴻 上慶治郎及川上三景,結 核.第15卷.第

2號.昭 和12年.8)河 本徹夫 及 本田逸朗,

日本結核病學會公演.昭 和13年.9)鴻 上光明

及高崎,結 核.第16卷.第4號.昭 和13年.

10)高 崎 保,結 核.第16卷.第5號.昭 和13年.

11)鴻 上慶治郎及共同作業者,結 核,第14卷,第

1號,昭 和11年




